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学科・コース構成 総合的な探究の時間GCI ユネスコスクール講演会 海外修学旅行

レゴ®ブロックを使った単元 ウクライナ平和学習 海外学生との共同ワーク

文化系䠖㻱㻿㻿、Ⲕ㐨、᭩㐨、྿ዌᴦ、地学、⨾⾡、㍍㡢ᴦ、ₔ⏬アニ䝯、䝩ーム䝯ーキング、ᨺ㏦ᒁ、新⪺ᒁ

京都から世界につながるユネスコスクール

㻠㻢 㻠㻟

進路状況(現役生の合格状況：延べ数)

㻟年 ィ

㻢㻢㻤 㻣㻜㻞 㻢㻣㻣

௧㻠年、創❧㻣㻜࿘年を㏄え
た京都ᕷ❧高校。ᖹᡂ㻞㻡年、
京都ᗓのබ❧高校としてึめ
て䝴ネスコスクールにຍ┕。
「多様ᛶをㄆめ合い、生徒୍
人䜂とりが自由を体⌧でき、京
都からୡ⏺につながる学校」
をスクール・䝭䝑シ䝵ンにᥖ䛢
る。

学校概要 (創立　昭和27年４月)　    全日制課程

㻠㻟㻢

⚾❧㻠年ไ大学

㻝年 㻞年

体⫱系䠖アーチ䜵リー、ア䝯リ䜹ンフ䝑䝖䝪ール・チア、䝔ニス、⏨Ꮚ䝞レー䝪ール、ዪᏊ䝞レー䝪ール、䝞ド䝭ン䝖ン
䚷䚷䚷䚷䚷㻌⏨Ꮚ䝞ス䜿䝑䝖䝪ール、ዪᏊ䝞ス䜿䝑䝖䝪ール、体᧯、༟⌫、䝋フ䝖䝔ニス、䝃䝑䜹ー、㔝⌫、ỈὋ、㝣ୖ

学校生活(令和5年度入学生)

学校の特色・教育システム

ዪ 㻝㻡㻥 㻝㻟㻢 㻝㻠㻝

1年次

⏨ 㻝㻞㻠 㻝㻠㻞 㻝㻞㻠 㻟㻥㻜

㻾㻞 㻾㻟 㻾㻠
ᅜබ❧㻠年ไ大学 㻞㻥

　　〒603-8231
　　京都市北区紫野大徳寺町22
　　Tel. 075-491-0221
　　Fax.075-492-0968

校❶ 京都市立紫野高等学校

普通科
200名※

アカデミア科
80名※

※人数については令和5年時点

部活動(令和5年度設置状況)
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3年次

2年次

一歩踏み出すGlobal Citizen両学科共通の本校の特色

※GCI・II…総合的な探究の時間「Global Citizenship I・II」

普　 通　 科 ：少人数制クラスによるきめ細やかな授業で確かな学力を養う
アカデミア科：多彩な専門科目で自由闊達な議論を通して教養を深める

共通 共通

「自由と規律」「参加と協力」「知性と創造」の校是のもと、Global Citizenship教育（GCED）で7つの力を伸ばす

䖪ᅜ大会出ሙ䠖体᧯、ア䝯リ䜹ンフ䝑䝖䝪ール・チア、ᨺ㏦ᒁ、

᭩㐨、㻱㻿㻿

䖪㏆␥大会出ሙ䠖䝔ニス、䝋フ䝖䝔ニス、䝞ド䝭ン䝖ン、ỈὋ、㝣ୖ

䕿授業

䠓㝈授業㐌４᪥㻛䠒㝈授業㐌１᪥

ⱥㄒ、数学で習⇍度ู授業

ኟᏘ㻛Ꮨ㐍学⿵習
䕿ไ᭹

自由᭹。⳹⨾なものは㑊け、高校生

として学習に䜅さわしい᭹。

䕿学校行

文化⚍

体⫱⚍

ᾏ外ಟ学᪑行

⌫ᢏ大会

ⱁ⾡㚷㈹

ⱥㄒス䝢ーチコン䝔ス䝖

◆市バス「船岡山」 徒歩3分

206・205・204・1・12・M1・北8系統

◆市バス「今宮神社前」 徒歩2分

46系統

⣸㔝高校の自由な校㢼、他人のಶᛶと自分のಶᛶをᑛ㔜
する生徒、生徒のỴ᩿を䝃䝫ー䝖してくれるඛ生᪉と出会い、
多様な考え᪉や価値ほを学びධ学から༞業までẖ᪥、新㩭
で่⃭的な学校生活を㏦ることが出来ました。⚾の「自分らし
さ」を⫯ᐃしてくれる⎔ቃの୰で、自分自身を見つめな䛚す機
会が多くなり、自分のዲきなことを探究することが出来るよ䛖
になりました。生徒の多様ᛶや自主ᛶを㔜んじる⣸㔝高校は
生徒をᡂ㛗さ䛫、学ຊだけにとらわれない自由なᛮ考を支え
てくれます。⚾は高校生活を⣸㔝で㏦れたことをりにᛮい
ます。 大㜰大学人間科学部 大ᖾᐂᩯ䠄௧㻟年度༞䠅

学
校
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P

自由の意味について考え、

自ら判断し行動しようとする生徒

地球や社会について好奇心を持ち、

進んで学ぼうとする生徒

多様性への関心が高く、他者と

対話し協働しようとする生徒

アドミッション・ポリシー

入学時に求める姿

一人ひとりが自由の担い手として

考え、行動できる

自ら進んで学び、地球的視野から

知を創造できる

社会の多様性を理解し、他者と

協働できる

グラデュエーション・ポリシー

卒業時に目指す姿
１年次

世界を知る
２年次

自分を顧みる
３年次

進む道を定める

教科の学習を基礎に、一人一人が自らの関心に沿って自分らしく

生き生きと発展的な学びに取り組み、主体的に判断し行動する

GCI・II※を軸に、習得した知識や技能を結びつけて視野を広げ、

さらに学びを深めるサイクルを繰り返し、新たな知見を生み出す

多様な他者と関わる経験を通した充実感や連帯感、常識を揺さぶ

られる体験などを重ねながら、柔軟に認め合い、合意形成する

1・2年次に4単位の総合的な探究の時間
２・３年次は希望進路に応じて2コース制

おしはかる力

あゆみよる力

やりつづける力

つなげる力
つみあげる力

つかいこなす力

かんがえぬく力

カリキュラム・ポリシー

在学中に学びに取り組む姿

SDGsに関する総探
ユネスコスクール交流

海外修学旅行

2コースで専門的な学びへ
高大連携講座

卒業生等の講演会

様々な進路志望に対応した
多様な選択科目、進学補習

すべてはྩの「知りたい」からはじまる

䕿生徒数䠄௧㻡年㻡᭶㻝᪥⌧ᅾ䠅

⏨ ዪ ィ

学校ᴫせ㻔創❧㻌㻞㻟年㻌㻝㻜᭶㻕䚷㻌㻌㻌㻌㻌᪥ไ課⛬ 㐍㊰≧ἣ㻌䈜のべ合᱁者数

京都市立ᇼᕝ高等学校
䛈㻢㻜㻠㻙㻤㻞㻡㻠
京都ᕷ୰京༊ᮾᇼᕝ通㘊ᑠ㊰ୖるᅄᆓᇼᕝ⏫㻢㻞㻞䇲㻞

㻌㼀㼑㼘㻚㻌㻜㻣㻡㻙㻞㻝㻝㻙㻡㻟㻡㻝
㻌㻲㼍㼤㻚㻜㻣㻡㻙㻞㻝㻝㻙㻤㻥㻣㻡

㻞年 㻝㻝㻡 㻝㻞㻤 㻞㻠㻟
㻝年 㻝㻞㻝 㻝㻞㻞 㻞㻠㻟

学校生活㻔௧㻡年度ධ学生㻕䚷䈜普通科・人間探究科・自↛探究科ඹ通

学校の≉Ⰽ

教⫱シス䝔ム

㻟年 㻝㻝㻤 㻝㻞㻝 㻞㻟㻥

部活動等㻔௧㻡年度設置≧ἣ㻕

教⫱目ᶆ 䠖 校カ「❧志・ຮບ・自主・ឡ」に♧された自❧、⊂❧の人間形ᡂをᅗるため、多様な生徒たちがいに学びあ䛖 䡞㇏かな学校䡟を

ᵓ⠏し、䡞自❧する㻝㻤ṓ䡟を⫱ᡂする。

コースỴᐃ 䠖 㻝年生の⛅に文⌮選択、㻞年生よりྛ学科・コースに分かれる。

普通科 ேᩥ探究ࢫ࣮ࢥ・⌮ᩘ探究ࢫ࣮ࢥ
探究学科⩌ ே間探究科・⮬↛探究科

ࡄࡍ「ᇼᕝ⻇⸆ᖌ」ࢫࣂ京都市ی

「ᅄ᮲ᇼᕝ」ᚐṌ�ศ

京都市Ⴀᆅୗ㕲ی

ⅲ⥺「ᅄ᮲」ࡽᚐṌ��ศ

ᮾす⥺「᮲ᇛ๓」ࡽᚐṌ��ศ

ᚐṌ�ศࡽ㜰ᛴ京都⥺「ᐑ」ی
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ࢺࢧᚐṌ�ศᮏ校:HEࡽ京⚟ᔒᒣ⥺「ᅄ᮲ᐑ」ی ͤ（ ）ෆࡣ⌧ᙺ合᱁⪅（ෆᩘ）

㝣ୖ➇ᢏ部䠄ᅜ䠥䠤出ሙ䠅

䝪ー䝖部䠄ᅜ大会出ሙ䠅

ᨺ㏦ᒁ䠄ᅜ大会出ሙ䠅 ͤ௧４年度
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ቋ๖ஸ校Ɯƣ૪ଫƤbௗƜもಛᇀƣ生Ƃሑに་ƂƟࢬをይŽてくǁていƳƎcஸ校ႚ学ƀƾ౧を౨ƌて
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京都市立堀川高等学校憲章より
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令和４年度よりスタートした新しい教育課程では、堀川高校がこれまで大切にしてきた、生徒が気
づき、考え、動く探究活動を誘発する環境づくりの充実を図るとともに、学び方を学ぶしかけとな
る「学びのアセスメント」を、週１時間用意しています。本校Webサイトでは、これら新たな取組に
ついても紹介しておりますので、ぜひご覧ください。

学校説明会（ϳͬϭϱ・ϭϭͬϭϴ）にお越しください。日時等の詳細は本校tĞďサイト等でお知らせします。

「どのように」「どこで」学ぶ？

情報端末「1人1台」を活用しながら、学校
内外を問わず、あらゆる舞台で。

「誰と」学ぶ？

志高い仲間や教養あふれる先生、他校や
国外の人たち、世代の異なる人たちと。

「いつ」「何を」学ぶ？
まずは基礎・基本となる教養と、「主体的

に学ぶ」ことを学び、徐々に自分の学びを
デザインしていける力を。

「なぜ」学ぶ？

君の「知りたい」があるから。そこに楽しみ

があり、知らない自分に出会えるから。

৵ሰƠƽƿॺऎ༖

ಛ
༷ऎ

ৰຉfৰを၃ƳŽてஸဗƟঊ
ዿႷをිにƙƆるとともにb
༷Ⴗをභƥƌᆳஃいੱጊを
ිにƙƆる学ऎc

་学Ɯƣ๔ଞにƙƟƁる学
をƎƎƶるとともにb༷ঊ
၌ƣಲをྫྷƍて༷ƎるႷ
とဗをභƥƎ学ऎc

ᆗྫྷऎ ༷ॺऎૌ
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さ」を⫯ᐃしてくれる⎔ቃの୰で、自分自身を見つめな䛚す機
会が多くなり、自分のዲきなことを探究することが出来るよ䛖
になりました。生徒の多様ᛶや自主ᛶを㔜んじる⣸㔝高校は
生徒をᡂ㛗さ䛫、学ຊだけにとらわれない自由なᛮ考を支え
てくれます。⚾は高校生活を⣸㔝で㏦れたことをりにᛮい
ます。 大㜰大学人間科学部 大ᖾᐂᩯ䠄௧㻟年度༞䠅

学
校
H
P

自由の意味について考え、

自ら判断し行動しようとする生徒

地球や社会について好奇心を持ち、

進んで学ぼうとする生徒

多様性への関心が高く、他者と

対話し協働しようとする生徒

アドミッション・ポリシー

入学時に求める姿

一人ひとりが自由の担い手として

考え、行動できる

自ら進んで学び、地球的視野から

知を創造できる

社会の多様性を理解し、他者と

協働できる

グラデュエーション・ポリシー

卒業時に目指す姿
１年次

世界を知る
２年次

自分を顧みる
３年次

進む道を定める

教科の学習を基礎に、一人一人が自らの関心に沿って自分らしく

生き生きと発展的な学びに取り組み、主体的に判断し行動する

GCI・II※を軸に、習得した知識や技能を結びつけて視野を広げ、

さらに学びを深めるサイクルを繰り返し、新たな知見を生み出す

多様な他者と関わる経験を通した充実感や連帯感、常識を揺さぶ

られる体験などを重ねながら、柔軟に認め合い、合意形成する

1・2年次に4単位の総合的な探究の時間
２・３年次は希望進路に応じて2コース制

おしはかる力

あゆみよる力

やりつづける力

つなげる力
つみあげる力

つかいこなす力

かんがえぬく力

カリキュラム・ポリシー

在学中に学びに取り組む姿

SDGsに関する総探
ユネスコスクール交流

海外修学旅行

2コースで専門的な学びへ
高大連携講座

卒業生等の講演会

様々な進路志望に対応した
多様な選択科目、進学補習

すべてはྩの「知りたい」からはじまる

䕿生徒数䠄௧㻡年㻡᭶㻝᪥⌧ᅾ䠅

⏨ ዪ ィ

学校ᴫせ㻔創❧㻌㻞㻟年㻌㻝㻜᭶㻕䚷㻌㻌㻌㻌㻌᪥ไ課⛬ 㐍㊰≧ἣ㻌䈜のべ合᱁者数

京都市立ᇼᕝ高等学校
䛈㻢㻜㻠㻙㻤㻞㻡㻠
京都ᕷ୰京༊ᮾᇼᕝ通㘊ᑠ㊰ୖるᅄᆓᇼᕝ⏫㻢㻞㻞䇲㻞

㻌㼀㼑㼘㻚㻌㻜㻣㻡㻙㻞㻝㻝㻙㻡㻟㻡㻝
㻌㻲㼍㼤㻚㻜㻣㻡㻙㻞㻝㻝㻙㻤㻥㻣㻡

㻞年 㻝㻝㻡 㻝㻞㻤 㻞㻠㻟
㻝年 㻝㻞㻝 㻝㻞㻞 㻞㻠㻟

学校生活㻔௧㻡年度ධ学生㻕䚷䈜普通科・人間探究科・自↛探究科ඹ通

学校の≉Ⰽ

教⫱シス䝔ム

㻟年 㻝㻝㻤 㻝㻞㻝 㻞㻟㻥

部活動等㻔௧㻡年度設置≧ἣ㻕

教⫱目ᶆ 䠖 校カ「❧志・ຮບ・自主・ឡ」に♧された自❧、⊂❧の人間形ᡂをᅗるため、多様な生徒たちがいに学びあ䛖 䡞㇏かな学校䡟を

ᵓ⠏し、䡞自❧する㻝㻤ṓ䡟を⫱ᡂする。

コースỴᐃ 䠖 㻝年生の⛅に文⌮選択、㻞年生よりྛ学科・コースに分かれる。

普通科 ேᩥ探究ࢫ࣮ࢥ・⌮ᩘ探究ࢫ࣮ࢥ
探究学科⩌ ே間探究科・⮬↛探究科

ࡄࡍ「ᇼᕝ⻇⸆ᖌ」ࢫࣂ京都市ی

「ᅄ᮲ᇼᕝ」ᚐṌ�ศ

京都市Ⴀᆅୗ㕲ی

ⅲ⥺「ᅄ᮲」ࡽᚐṌ��ศ

ᮾす⥺「᮲ᇛ๓」ࡽᚐṌ��ศ

ᚐṌ�ศࡽ㜰ᛴ京都⥺「ᐑ」ی

ᚐṌ��ศࡽ5ᔢᓚ㔝⥺「᮲」-ی

ࢺࢧᚐṌ�ศᮏ校:HEࡽ京⚟ᔒᒣ⥺「ᅄ᮲ᐑ」ی ͤ（ ）ෆࡣ⌧ᙺ合᱁⪅（ෆᩘ）

㝣ୖ➇ᢏ部䠄ᅜ䠥䠤出ሙ䠅

䝪ー䝖部䠄ᅜ大会出ሙ䠅

ᨺ㏦ᒁ䠄ᅜ大会出ሙ䠅 ͤ௧４年度

ᇌँ૩gࢷfૺ࣏fཥၗfඳᆾfᇌf෫ປॼfဃ్ଞfᅖടfሠॼf

ࣿॼfಛऎ学

ࡱ૩gଏၗfǠǮǖ|fॻfǨȀǳȇ|ȖfǱǶǤfǻȗ|ȇ|Ȗ
ཌྷf�f
ǻǤǜǮǳȇ|Ȗ
ཌྷf�fǻǴȊȞǳȞfಠኾfጲඑਙfȇ|ǳ

生徒व gபᆪfශᇍઅfሐຽઅ

ͤ（ ）ෆࡣ⌧ᙺ合᱁⪅（ෆᩘ）

໘ภƀƾƣȌッǦ|ǣ

ቋ๖ஸ校Ɯƣ૪ଫƤbௗƜもಛᇀƣ生Ƃሑに་ƂƟࢬをይŽてくǁていƳƎcஸ校ႚ学ƀƾ౧を౨ƌて
いƳƌたƁbಛᇀƁဴにƌたいƈとƤःƟƣƀをりऀƇていくƈとƣ་โƊを๐生ሑにੱŽていたƕƂbƽ
りኬᅮƁ࿊Ƴりᇭ学に፱ƵƈとƁƜƂƳƌたc༷ৰຉにſいてもbኬᅮを็࿊ƌǟ|Ȗに୶ƀってಀபబを
ૅりᇪƎथ࿘をஸ校生ƣಐƜ学ƫƈとƁƜƂたƈとƁbௗƣ生ঊにዂጵっていƳƎc
ƒƣにもbǱǶǤᆪƜƤǘȎȂǱȞをኃƶるƟƞbƎƮてƣƈとにƜりຎみƳƌたcಐにƤ௷ๆをƌ

ƟƁƾもbቋ๖ஸ校ƜთったౣฒƣſƀƇƜbଵఓƣಈにやりƁいをଣいƕƌbௗƣಛᇀにƜƂるƈとƤःƟ
ƣƀをෆくணŽƟƁƾbෑፑにりຎƵƈとƁƜƂていƳƎc
ྙいƽŻƜ༽い�Ⴉƣஸ校生ঊbௗଢ଼ƣ生ƣፔとƟるƽŻƟ૪ଫƁูƶるഓƟಐƜƎcःಈにも

ဨƜॼƌいஸ校生ঊをथƉƌてくƕƊいc

ばੲ ࡕ�ᇓถ��Ⴉဗ໘ ��ৼภ ಛ༷ऎ�්་ॺॺᆪ໘ ᇐୃଡጵƤƿƳᅧ᎓ຳፑǦンǪ|ሐಽෑཉf+84ऎઌኃ

京都市立堀川高等学校憲章より

（2008年制定）

人
༷ऎ

人ᇌ༷
Ǟ|Ǥ

ĨႩ

ĩႩ

ĪႩ

৵ሰƠƽƿǞ|Ǥ༖

ጫ༷
Ǟ|Ǥ

令和４年度よりスタートした新しい教育課程では、堀川高校がこれまで大切にしてきた、生徒が気
づき、考え、動く探究活動を誘発する環境づくりの充実を図るとともに、学び方を学ぶしかけとな
る「学びのアセスメント」を、週１時間用意しています。本校Webサイトでは、これら新たな取組に
ついても紹介しておりますので、ぜひご覧ください。

学校説明会（ϳͬϭϱ・ϭϭͬϭϴ）にお越しください。日時等の詳細は本校tĞďサイト等でお知らせします。

「どのように」「どこで」学ぶ？

情報端末「1人1台」を活用しながら、学校
内外を問わず、あらゆる舞台で。

「誰と」学ぶ？

志高い仲間や教養あふれる先生、他校や
国外の人たち、世代の異なる人たちと。

「いつ」「何を」学ぶ？
まずは基礎・基本となる教養と、「主体的

に学ぶ」ことを学び、徐々に自分の学びを
デザインしていける力を。

「なぜ」学ぶ？

君の「知りたい」があるから。そこに楽しみ

があり、知らない自分に出会えるから。

৵ሰƠƽƿॺऎ༖

ಛ
༷ऎ

ৰຉfৰを၃ƳŽてஸဗƟঊ
ዿႷをිにƙƆるとともにb
༷Ⴗをභƥƌᆳஃいੱጊを
ිにƙƆる学ऎc

་学Ɯƣ๔ଞにƙƟƁる学
をƎƎƶるとともにb༷ঊ
၌ƣಲをྫྷƍて༷ƎるႷ
とဗをභƥƎ学ऎc

ᆗྫྷऎ ༷ॺऎૌ
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エンタープラ䜲ジング科
自↛科学系コース

社会科学系コース

⏨
ዪ 䈜㻌合᱁者ᘏべ数。ᣓᘼ内は⌧ᙺ生の数。

䕺㝣ୖ➇ᢏ部は京都ᕷ教⫱ጤဨ会ᙉ化指ᐃ部です。 㔝⌫・㝣ୖ➇ᢏ・㐨・䝃䝑䜹ー・ỈὋ・䝋フ䝖䝪ール・༟⌫・䝋フ䝖䝔ニス・䝔ニス・⏨Ꮚ䝞ス䜿䝑䝖䝪ール

௧４年度䚷実⦼䚷➨㻣㻡ᅇᅜ䜲ンター䝝䜲㼇ዪᏊ㼉㻞㻜㻜㼙、㻌㻠㻜㻜㼙㻌ඃ ዪᏊ䝞ス䜿䝑䝖䝪ール・䝞レー䝪ール・䝞ド䝭ン䝖ン

➨㻝㻢ᅇ㼁㻝㻤㻛➨㻡㻟ᅇ㼁㻝㻢㝣ୖ➇ᢏ大会㼇ዪᏊ㼉㻟㻜㻜㻜㼙➇Ṍ㻌㻡㻌など 䜲ラス䝖・ク䝑キング・㍍㡢ᴦ・コン䝢䝳ータ・Ⲕ㐨・྿ዌᴦ・䝎ンス・⌮学・䜲ンターアク䝖・新⪺・ᨺ㏦・➇ᢏかるた・䠡䠯䠯・₇

䕿≉Ⰽある授業 䕿ᅜ内㻛ᾏ外フィールドワーク 䚽䝖䝢䝑クス

・ⱥㄒ㐠用ຊの⫱ᡂ 䚷㻌京都ᗓ❧་科大学・ᒸᒣ大学・ᮾ大学㻌᥎⸀ධヨ㻌合᱁䛀㼑ラーニングを᥎㐍しています䛁

・ሗ活用ຊの⫱ᡂ 㻺㻱㻰㻻◊究ຓᡂプログラム

・社会人ຊの⫱ᡂ

䕿学校行

䛀㻞㻝ୡ⣖ᆺ学ຊをはかる新たなධヨに対応䛁

京都大学≉Ⰽධヨ４ྡ合᱁㻌䠄８年連⥆合᱁者㍮出䠅

大㜰大・⚄ᡞ大・ᮾᕤ大等㻌᥎⸀ධヨ㻌多数合᱁

アク䝔ィ䝤ラーニング
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷コ䝰ンズ
後᪉のቨが୍㠃ⓑᯈ䠄㟁Ꮚ
㯮ᯈ対応䠅であったり、ᮘと᳔
Ꮚが自由に動いたりと、生徒
の活動が活Ⓨに行える教室
です。

・䠮４年度に、より機⬟ᛶの高いデ
䝄䜲ン䛚よび⣲ᮦに䝬䜲䝘ーチ䜵ン
ジ
䈜ዪᏊ生徒も䝟ン䝒スタ䜲ルを選択ྍ⬟

䈜教科の学習だけではなく、す京高校⊂自の≉ู活動
や部活動に䛚いて、⇕心にかつᴦしんでྲྀり⤌んだ生
徒が合᱁しています。

文化⚍䠄ᕥ䠖₇䚷ྑ䠖䜴䜷ーター䝪ー䜲ズ䠅 体⫱⚍

学校の≉Ⰽ・教⫱シス䝔ム

学生䠰䠝による㉁問対応

文化系

学校生活㻔௧䠑年度ධ学生㻕

・ᅜ内外の䠓コースが⯙ྎ
・生徒自身が行きඛをỴめる
䚷コース選択ไでの実施
䈜௧２ࠥ４年度はᚑ来のᾏ外コース
をᅜ内コースで௦᭰して実施をしてい
ましたが、௧䠑年度にはᾏ外コース
の୍部開を᳨ウしています。

・京都大学⥴᪉◊究室の実ド◊究校となり、䠥䠟䠰
䚷活用による学習の㉁のྥୖを◊究

課㢟◊究䝫スターⓎ⾲ ⱥㄒẕㄒ話者教ဨ３ྡ体ไ

㻝㻠㻤 㻝㻠㻣 㻝㻝㻡 㻠㻝㻜

部活動㻔௧䠑年度設置≧ἣ㻕
体⫱系

㻞㻝㻞㻔㻝㻢㻝㻕 㻝㻡㻝㻔㻝㻝㻞㻕

㻝㻟㻣 㻝㻞㻡 㻝㻡㻝 㻠㻝㻟 ⚾❧大学ィ 㻢㻤㻜㻔㻠㻟㻜㻕 㻣㻝㻥㻔㻠㻤㻤㻕 㻢㻡㻝㻔㻡㻝㻢㻕

㻝年 㻞年 㻟年 ィ ᅜබ❧大学ィ 㻝㻥㻤㻔㻝㻡㻝㻕

大㜰大学 㻞㻡㻔㻝㻥㻕 㻞㻜㻔㻝㻡㻕 㻝㻥㻔㻝㻞㻕

䕿生徒数䠄௧䠑年䠑᭶１᪥⌧ᅾ䠅 ⚄ᡞ大学 㻝㻣㻔㻝㻟㻕 㻞㻡㻔㻞㻞㻕 㻞㻣㻔㻞㻝㻕

㻾㻞 㻾㻟 㻾㻠

京都大学 㻟㻥㻔㻟㻟㻕 㻞㻤㻔㻞㻝㻕 㻠㻞㻔㻟㻟㻕

京都市立す京高等学校
䛈㻢㻜㻠㻙㻤㻠㻟㻣
㻌京都ᕷ୰京༊す䝜京ᮾ୰合⏫１
㻌㼀㼑㼘㻚㻜㻣㻡㻙㻤㻠㻝㻙㻜㻜㻝㻜
㻌㻲㼍㼤㻚㻜㻣㻡㻙㻤㻞㻞㻙㻡㻣㻜㻞㻌㻌㐍ྲྀ䚷䚷䚷ᩒⅭ䚷䚷䚷⊂創

学校ᴫせ㻌㻔創❧㻌᫂㻝㻥年㻡᭶㻕䚷㻌㻌㻌᪥ไ課⛬ 㐍㊰≧ἣ

こちらから

学校䝩ーム䝨ージを

䛤ぴいただけます。

京都ᕷႠ地ୗ㕲ᮾす⥺

「す大㊰ᚚụ㥐」ϯ␒出ཱྀす䛠

教⫱目ᶆ䠖「㐍ྲྀ・ᩒⅭ・⊂創」の校のもと、「社会人ຊ」と「㻯㻾㼑㻰㼕」を⫱ᡂし、将来そのຊを༑分にⓎし、社会に㈉⊩し活躍できるグロー䝞ルリー䝎ーを⫱て

る。

䕿ไ᭹

䝬ングロー䝤ᯘのᩓ⟇

䠄༡ᕞコース䠅

Creativity
自分のຊでୡ⏺を変える

新時௦の価値を創造・探究

する姿ໃの⫱ᡂ

Responsibility
自分のຊがୡ⏺を変える

自ᕫと㞟ᅋの未来に対する

㈐任をᯝたす姿ໃの⫱ᡂ

Diversity
自分のຊをୡ⏺で変える

多様化する社会のㄪを

ᕼồする姿ໃの⫱ᡂ

エンタープラ䜲ジング科 ϭϯ期生

బ⸨ዉ⳯ 京都ᕷ❧ୖ京୰学出身

䠄京都大学༞、⌧ᅾ �ŽƐƚŽŶ �ŽŶƐƵůƚŝŶŐ�'ƌŽƵƉ�ົ䠅

す京は、目ᶆ㐩ᡂのために࿘りをᕳき㎸䜐、自分でఱかをษり開くຊが身についた

ሙᡤです。䝧䝖䝘ム・䜹ン䝪ジアでのフィールドワーク◊ಟ、䝞ンクー䝞ー䜈の␃学、

大学ཷ㦂では、設ᐃした目ᶆ㐩ᡂのために、どのよ䛖なᡭẁが良いのか考え、自分

のレ䝧ルア䝑プや࿘ᅖの協ຊがᚲせになるሙ㠃が多々ありました。そのためにẖ᪥

ඛ生に┦ㄯにってもらったり、ᨺ課後同⣭生と話しあったりする୰で、その協ຊや

後ᢲしが得られ、自分や࿘りを変えるとい䛖志ྥが身についたとᛮいます。その後、

大学でのス䝫ー䝒チームの設❧、社会人での自身にとってチャレンジングなに䛚

いても、知ら䛪知ら䛪の䛖ちに࿘りや自分を変えるຊ䠄ㅉめのᝏさ䠅により目ᶆを㐩ᡂ

することができたことも多くあったと感じます。ϯ年間の㟷をຊでᴦしみ、ຊでఱ

かにྲྀり⤌みたいのであれ䜀᭱高の学校だとᛮいます。

༞業生からの䝯䝑䝉ージ

挑戦のチャンス

学科のྡ๓の由来である

ĞŶƚĞƌƉƌŝƐŝŶŐ�とい䛖ⱥ༢ㄒは、「㐍

んで新しいことに挑戦するẼᴫを

ᣢっている」ことを⾲します。

学業も、部活動も、リー䝎ー活動

も、す京高校ではあら䜖るሙ㠃で

みなさんが「挑戦」できるための

䝃䝫ー䝖を行います䟿

学習䝃䝫ー䝖

䖂⣽かな☜ㄆ䝔ス䝖と⿵習

䖂㐍㊰㐩ᡂ䝜ー䝖を用いた

生徒の学習習័のὶ・

䝃䝫ー䝖

䖂༞業生のㅮ₇や体㦂ㄯ

の㓄ᕸ など

さま䛦まな「挑戦」

䖂/ŬĞŶŽďŽⰼの⏥Ꮚᅬ

ϮϬϮϬ�ᅜඃ

ϮϬϮϮᅜ‽ඃ

䖂科学の⏥ᏊᅬϮϬϮϮ
京都ᗓඃ

䖂᪥ᮏ学生科学㈹

ϮϬϮϮ�京都ᗓ᭱ඃ⚽㈹

䖂≀⌮チャレンジᅜ

大会䠑年連⥆出ሙ

ϮϬϭϵ㖟㈹ など

協ാ

エンタープラ䜲ズ䠄⥲合的

な探究の時間䠅をはじめ、

様々な授業でグループ

ワークやディス䜹䝑シ䝵ンを

✚ᴟ的にྲྀりධれて、協

ാの୰でそれ䛮れのリー

䝎ーシ䝑プをⓎする活動

にὀຊしています。

コース選択

㸯年生
ඹ通࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

エンタープラ䜲ジング科ධ学
䠄㝃ᒓ୰学校からの内部㐍学生とΰ合クラス䠅

自↛科学系コース
⌮系科目を୰心に高い学ຊを身につける

社会科学系コース
文系科目を୰心に高い学ຊを身につける

䖂１年ḟに化学・生≀・≀⌮の３分㔝を学習

したୖで２年ḟのコースを選択

䖂༞業生をᣍいた「文⌮選択・学部学科選
ᗙㄯ会」を開き、生徒の文⌮選択を支援

そのほかにも、ಶู┦ㄯ、㐍㊰䜺䜲䝎ンス、ྛ✀ㅮ₇会、

ಖㆤ者᠓ㄯ等を行い、文⌮選択に⮫みます。

ͤྛ学年の生徒数には㝃ᒓ୰学校からの

内部㐍学生⣙ϭϮϬྡがྵまれています。

○生徒数（令和5年4月1日現在）

部活動(令和4年度設置状況)

○授業 ○学校行事 ○美術研修旅行(関東方面)

○身なり

教育理念
自由快活な校風のもとで 多様性を尊重し共に高め合い 美の精神をもって
広く社会に貢献できる   高い理想をもった創造性豊かな自立した青年を育成する
教育目標
〇多様なものごとに触れ 美しさや本質を見出す「感じる心」を豊かにする
〇主体的に取り組み 広い視野で柔軟に深く思考できる「考える力」を伸ばす
〇幅広い美術の知識や技能を学び 自分の思いや考えを形にする「表現する力」を高める

 
◆自ら進路を描くCAREER PRODUCE ◆最先端のデジタル機器に触れる学び ◆アートと社会をつなぐ/地域・国際連携

※２年次より各専攻に分かれます

美術「を」学ぶから、美術「で」学ぶ学校へ
～ 公立の美術工芸専門高校 ～

部活動(令和5年度設置状況)

国公立4年制大学
私立4年制大学
国公立・私立短期大学
専修・各種学校
就職・その他

美術工芸科（8専攻）

  日本画・洋画・彫刻
  漆芸・陶芸・染織
  デザイン・ファッションアート

男
女

計
49

225

1年
12
82

21
71

学校生活(令和4年度入学生)

１年次 3月に3泊4日の美術研修旅行を予定して
います。鑑賞や見学・ワークショップを通じて
設定されたテーマを探究する研修を行います。

制服はありません。「身なり」については、各
自が適切に判断し、学校生活にふさわしい服装
で過ごしています。

・スタートアップ研修(1年春)

・美術見学(春)

・文化祭(6月) ・インターンシップ(8月)

・体育祭(11月)

・美工作品展(10月 京都市京セラ美術館)

・ｱｰﾄﾌﾛﾝﾃｨｱｺｰｽ後期作品展(1月)

 卒業生からのメッセージ ～ 井上優菜（R5春卒）学校の特色

・３年間で学ぶ広く深い美術の世界
・進路希望別のコースを設置し、多様
   な科目に対応
・iPad(1人1台)活用によるｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ
・課題解決型学習による探究的授業

R3
29

16
72

2年 3年

0
6
0

59
2

28
3

40
9

R4
26

〒600-8202 京都市下京区川端町15番地
Tel 075-585-4666 / Fax 075-341-7006

進路別合格者数（複数合格含む）学校概要(創立 明治13年７月１日)全日制課程
R2
26

14
0

11

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部・ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ部・ﾀﾞﾝｽ部・
ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部・ｽﾄﾘｰﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ部・ｿﾌﾄﾃﾆｽ同好会・卓球
同好会・演劇部・ﾌｫｰｸｿﾝｸﾞ部・映画研究部・漫画研究
部・全制作部・異文化研究部・園芸部・合唱部・写真
部・粘土部

美工で学び、見た目の良し悪しだけ
でなく「何のためのものか、目的は
何か」という、より本質的なところ
で物事を考え、判断できるように
なったと思います。将来は、人に笑
顔と元気を与えられるデザイナーに
なりたいと考えています。

自分を客観視するﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ制作などを通し
て、望む将来へ自ら切り拓いていくために必
要な“学び続ける力”の基盤をつくります。

VRゴーグルを使ったメタバースについての授業
や、3Dプリンターを活用した表現の追求等、最
新機器に触れる学びにも取り組んでいます。

隣接する京都市立芸術大学の教授による出前授業
や留学生との交流をはじめ、教育機関や国内外の
多様な団体等と連携する取組を行っています。

本校は2023年4月、
京都駅東部に新築移転し、
新校名にて新たなスタートを
切りました。

アートフロンティアコース

各専攻に所属して深く学びます。また，1年次に
学んだことをベースに表現力を高めていきます。

教育システム

専攻
決定

８専攻
すべて体験

３専攻
を選んで体験

２専攻
を選んで体験

美工の中核となる教育活動 ～ARTでつなぐBIKOの学び～

卒業後の未来に向けてコースを選択し，進路実現を目指します。
アートパイオニアコース

基礎実技力を伸ばしつつ１年かけて自分にあった専攻を探します。

大学入学共通テストの受
験が必要な大学を目指す
コース。学科/実技ともに、
入試向け演習授業が充実
しています。

私立美術系大学や専門学校
等を目指すためのコース。
専攻以外の多様な実習を通
して、幅広い力を身につけ
ます。

← デザイン専攻2年次に制作したポスター

学校や授業の様子など、
最新の情報は
学校ホームページを
ご覧ください。

その「わくわく」が、ありたい未来をソウゾウする。

「美」を通して様々な教科の学びに横断的に
取り組むことで「感じる心」「考える力」

「表現する力」を高め、 予測困難な社会に
柔軟に対応できる生徒を育みます。
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エンタープラ䜲ジング科
自↛科学系コース

社会科学系コース

⏨
ዪ 䈜㻌合᱁者ᘏべ数。ᣓᘼ内は⌧ᙺ生の数。

䕺㝣ୖ➇ᢏ部は京都ᕷ教⫱ጤဨ会ᙉ化指ᐃ部です。 㔝⌫・㝣ୖ➇ᢏ・㐨・䝃䝑䜹ー・ỈὋ・䝋フ䝖䝪ール・༟⌫・䝋フ䝖䝔ニス・䝔ニス・⏨Ꮚ䝞ス䜿䝑䝖䝪ール

௧４年度䚷実⦼䚷➨㻣㻡ᅇᅜ䜲ンター䝝䜲㼇ዪᏊ㼉㻞㻜㻜㼙、㻌㻠㻜㻜㼙㻌ඃ ዪᏊ䝞ス䜿䝑䝖䝪ール・䝞レー䝪ール・䝞ド䝭ン䝖ン

➨㻝㻢ᅇ㼁㻝㻤㻛➨㻡㻟ᅇ㼁㻝㻢㝣ୖ➇ᢏ大会㼇ዪᏊ㼉㻟㻜㻜㻜㼙➇Ṍ㻌㻡㻌など 䜲ラス䝖・ク䝑キング・㍍㡢ᴦ・コン䝢䝳ータ・Ⲕ㐨・྿ዌᴦ・䝎ンス・⌮学・䜲ンターアク䝖・新⪺・ᨺ㏦・➇ᢏかるた・䠡䠯䠯・₇

䕿≉Ⰽある授業 䕿ᅜ内㻛ᾏ外フィールドワーク 䚽䝖䝢䝑クス

・ⱥㄒ㐠用ຊの⫱ᡂ 䚷㻌京都ᗓ❧་科大学・ᒸᒣ大学・ᮾ大学㻌᥎⸀ධヨ㻌合᱁䛀㼑ラーニングを᥎㐍しています䛁

・ሗ活用ຊの⫱ᡂ 㻺㻱㻰㻻◊究ຓᡂプログラム

・社会人ຊの⫱ᡂ

䕿学校行

䛀㻞㻝ୡ⣖ᆺ学ຊをはかる新たなධヨに対応䛁

京都大学≉Ⰽධヨ４ྡ合᱁㻌䠄８年連⥆合᱁者㍮出䠅

大㜰大・⚄ᡞ大・ᮾᕤ大等㻌᥎⸀ධヨ㻌多数合᱁

アク䝔ィ䝤ラーニング
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷コ䝰ンズ
後᪉のቨが୍㠃ⓑᯈ䠄㟁Ꮚ
㯮ᯈ対応䠅であったり、ᮘと᳔
Ꮚが自由に動いたりと、生徒
の活動が活Ⓨに行える教室
です。

・䠮４年度に、より機⬟ᛶの高いデ
䝄䜲ン䛚よび⣲ᮦに䝬䜲䝘ーチ䜵ン
ジ
䈜ዪᏊ生徒も䝟ン䝒スタ䜲ルを選択ྍ⬟

䈜教科の学習だけではなく、す京高校⊂自の≉ู活動
や部活動に䛚いて、⇕心にかつᴦしんでྲྀり⤌んだ生
徒が合᱁しています。

文化⚍䠄ᕥ䠖₇䚷ྑ䠖䜴䜷ーター䝪ー䜲ズ䠅 体⫱⚍

学校の≉Ⰽ・教⫱シス䝔ム

学生䠰䠝による㉁問対応

文化系

学校生活㻔௧䠑年度ධ学生㻕

・ᅜ内外の䠓コースが⯙ྎ
・生徒自身が行きඛをỴめる
䚷コース選択ไでの実施
䈜௧２ࠥ４年度はᚑ来のᾏ外コース
をᅜ内コースで௦᭰して実施をしてい
ましたが、௧䠑年度にはᾏ外コース
の୍部開を᳨ウしています。

・京都大学⥴᪉◊究室の実ド◊究校となり、䠥䠟䠰
䚷活用による学習の㉁のྥୖを◊究

課㢟◊究䝫スターⓎ⾲ ⱥㄒẕㄒ話者教ဨ３ྡ体ไ

㻝㻠㻤 㻝㻠㻣 㻝㻝㻡 㻠㻝㻜

部活動㻔௧䠑年度設置≧ἣ㻕
体⫱系

㻞㻝㻞㻔㻝㻢㻝㻕 㻝㻡㻝㻔㻝㻝㻞㻕

㻝㻟㻣 㻝㻞㻡 㻝㻡㻝 㻠㻝㻟 ⚾❧大学ィ 㻢㻤㻜㻔㻠㻟㻜㻕 㻣㻝㻥㻔㻠㻤㻤㻕 㻢㻡㻝㻔㻡㻝㻢㻕

㻝年 㻞年 㻟年 ィ ᅜබ❧大学ィ 㻝㻥㻤㻔㻝㻡㻝㻕

大㜰大学 㻞㻡㻔㻝㻥㻕 㻞㻜㻔㻝㻡㻕 㻝㻥㻔㻝㻞㻕

䕿生徒数䠄௧䠑年䠑᭶１᪥⌧ᅾ䠅 ⚄ᡞ大学 㻝㻣㻔㻝㻟㻕 㻞㻡㻔㻞㻞㻕 㻞㻣㻔㻞㻝㻕

㻾㻞 㻾㻟 㻾㻠

京都大学 㻟㻥㻔㻟㻟㻕 㻞㻤㻔㻞㻝㻕 㻠㻞㻔㻟㻟㻕

京都市立す京高等学校
䛈㻢㻜㻠㻙㻤㻠㻟㻣
㻌京都ᕷ୰京༊す䝜京ᮾ୰合⏫１
㻌㼀㼑㼘㻚㻜㻣㻡㻙㻤㻠㻝㻙㻜㻜㻝㻜
㻌㻲㼍㼤㻚㻜㻣㻡㻙㻤㻞㻞㻙㻡㻣㻜㻞㻌㻌㐍ྲྀ䚷䚷䚷ᩒⅭ䚷䚷䚷⊂創

学校ᴫせ㻌㻔創❧㻌᫂㻝㻥年㻡᭶㻕䚷㻌㻌㻌᪥ไ課⛬ 㐍㊰≧ἣ

こちらから

学校䝩ーム䝨ージを

䛤ぴいただけます。

京都ᕷႠ地ୗ㕲ᮾす⥺

「す大㊰ᚚụ㥐」ϯ␒出ཱྀす䛠

教⫱目ᶆ䠖「㐍ྲྀ・ᩒⅭ・⊂創」の校のもと、「社会人ຊ」と「㻯㻾㼑㻰㼕」を⫱ᡂし、将来そのຊを༑分にⓎし、社会に㈉⊩し活躍できるグロー䝞ルリー䝎ーを⫱て

る。

䕿ไ᭹

䝬ングロー䝤ᯘのᩓ⟇

䠄༡ᕞコース䠅

Creativity
自分のຊでୡ⏺を変える

新時௦の価値を創造・探究

する姿ໃの⫱ᡂ

Responsibility
自分のຊがୡ⏺を変える

自ᕫと㞟ᅋの未来に対する

㈐任をᯝたす姿ໃの⫱ᡂ

Diversity
自分のຊをୡ⏺で変える

多様化する社会のㄪを

ᕼồする姿ໃの⫱ᡂ

エンタープラ䜲ジング科 ϭϯ期生

బ⸨ዉ⳯ 京都ᕷ❧ୖ京୰学出身

䠄京都大学༞、⌧ᅾ �ŽƐƚŽŶ �ŽŶƐƵůƚŝŶŐ�'ƌŽƵƉ�ົ䠅

す京は、目ᶆ㐩ᡂのために࿘りをᕳき㎸䜐、自分でఱかをษり開くຊが身についた

ሙᡤです。䝧䝖䝘ム・䜹ン䝪ジアでのフィールドワーク◊ಟ、䝞ンクー䝞ー䜈の␃学、

大学ཷ㦂では、設ᐃした目ᶆ㐩ᡂのために、どのよ䛖なᡭẁが良いのか考え、自分

のレ䝧ルア䝑プや࿘ᅖの協ຊがᚲせになるሙ㠃が多々ありました。そのためにẖ᪥

ඛ生に┦ㄯにってもらったり、ᨺ課後同⣭生と話しあったりする୰で、その協ຊや

後ᢲしが得られ、自分や࿘りを変えるとい䛖志ྥが身についたとᛮいます。その後、

大学でのス䝫ー䝒チームの設❧、社会人での自身にとってチャレンジングなに䛚

いても、知ら䛪知ら䛪の䛖ちに࿘りや自分を変えるຊ䠄ㅉめのᝏさ䠅により目ᶆを㐩ᡂ

することができたことも多くあったと感じます。ϯ年間の㟷をຊでᴦしみ、ຊでఱ

かにྲྀり⤌みたいのであれ䜀᭱高の学校だとᛮいます。

༞業生からの䝯䝑䝉ージ

挑戦のチャンス

学科のྡ๓の由来である

ĞŶƚĞƌƉƌŝƐŝŶŐ�とい䛖ⱥ༢ㄒは、「㐍

んで新しいことに挑戦するẼᴫを

ᣢっている」ことを⾲します。

学業も、部活動も、リー䝎ー活動

も、す京高校ではあら䜖るሙ㠃で

みなさんが「挑戦」できるための

䝃䝫ー䝖を行います䟿

学習䝃䝫ー䝖

䖂⣽かな☜ㄆ䝔ス䝖と⿵習

䖂㐍㊰㐩ᡂ䝜ー䝖を用いた

生徒の学習習័のὶ・

䝃䝫ー䝖

䖂༞業生のㅮ₇や体㦂ㄯ

の㓄ᕸ など

さま䛦まな「挑戦」

䖂/ŬĞŶŽďŽⰼの⏥Ꮚᅬ

ϮϬϮϬ�ᅜඃ

ϮϬϮϮᅜ‽ඃ

䖂科学の⏥ᏊᅬϮϬϮϮ
京都ᗓඃ

䖂᪥ᮏ学生科学㈹

ϮϬϮϮ�京都ᗓ᭱ඃ⚽㈹

䖂≀⌮チャレンジᅜ

大会䠑年連⥆出ሙ

ϮϬϭϵ㖟㈹ など

協ാ

エンタープラ䜲ズ䠄⥲合的

な探究の時間䠅をはじめ、

様々な授業でグループ

ワークやディス䜹䝑シ䝵ンを

✚ᴟ的にྲྀりධれて、協

ാの୰でそれ䛮れのリー

䝎ーシ䝑プをⓎする活動

にὀຊしています。

コース選択

㸯年生
ඹ通࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

エンタープラ䜲ジング科ධ学
䠄㝃ᒓ୰学校からの内部㐍学生とΰ合クラス䠅

自↛科学系コース
⌮系科目を୰心に高い学ຊを身につける

社会科学系コース
文系科目を୰心に高い学ຊを身につける

䖂１年ḟに化学・生≀・≀⌮の３分㔝を学習

したୖで２年ḟのコースを選択

䖂༞業生をᣍいた「文⌮選択・学部学科選
ᗙㄯ会」を開き、生徒の文⌮選択を支援

そのほかにも、ಶู┦ㄯ、㐍㊰䜺䜲䝎ンス、ྛ✀ㅮ₇会、

ಖㆤ者᠓ㄯ等を行い、文⌮選択に⮫みます。

ͤྛ学年の生徒数には㝃ᒓ୰学校からの

内部㐍学生⣙ϭϮϬྡがྵまれています。

○生徒数（令和5年4月1日現在）

部活動(令和4年度設置状況)

○授業 ○学校行事 ○美術研修旅行(関東方面)

○身なり

教育理念
自由快活な校風のもとで 多様性を尊重し共に高め合い 美の精神をもって
広く社会に貢献できる   高い理想をもった創造性豊かな自立した青年を育成する
教育目標
〇多様なものごとに触れ 美しさや本質を見出す「感じる心」を豊かにする
〇主体的に取り組み 広い視野で柔軟に深く思考できる「考える力」を伸ばす
〇幅広い美術の知識や技能を学び 自分の思いや考えを形にする「表現する力」を高める

 
◆自ら進路を描くCAREER PRODUCE ◆最先端のデジタル機器に触れる学び ◆アートと社会をつなぐ/地域・国際連携

※２年次より各専攻に分かれます

美術「を」学ぶから、美術「で」学ぶ学校へ
～ 公立の美術工芸専門高校 ～

部活動(令和5年度設置状況)

国公立4年制大学
私立4年制大学
国公立・私立短期大学
専修・各種学校
就職・その他

美術工芸科（8専攻）

  日本画・洋画・彫刻
  漆芸・陶芸・染織
  デザイン・ファッションアート

男
女

計
49

225

1年
12
82

21
71

学校生活(令和4年度入学生)

１年次 3月に3泊4日の美術研修旅行を予定して
います。鑑賞や見学・ワークショップを通じて
設定されたテーマを探究する研修を行います。

制服はありません。「身なり」については、各
自が適切に判断し、学校生活にふさわしい服装
で過ごしています。

・スタートアップ研修(1年春)

・美術見学(春)

・文化祭(6月) ・インターンシップ(8月)

・体育祭(11月)

・美工作品展(10月 京都市京セラ美術館)

・ｱｰﾄﾌﾛﾝﾃｨｱｺｰｽ後期作品展(1月)

 卒業生からのメッセージ ～ 井上優菜（R5春卒）学校の特色

・３年間で学ぶ広く深い美術の世界
・進路希望別のコースを設置し、多様
   な科目に対応
・iPad(1人1台)活用によるｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ
・課題解決型学習による探究的授業

R3
29

16
72

2年 3年

0
6
0

59
2

28
3

40
9

R4
26

〒600-8202 京都市下京区川端町15番地
Tel 075-585-4666 / Fax 075-341-7006

進路別合格者数（複数合格含む）学校概要(創立 明治13年７月１日)全日制課程
R2
26

14
0

11

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部・ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ部・ﾀﾞﾝｽ部・
ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部・ｽﾄﾘｰﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ部・ｿﾌﾄﾃﾆｽ同好会・卓球
同好会・演劇部・ﾌｫｰｸｿﾝｸﾞ部・映画研究部・漫画研究
部・全制作部・異文化研究部・園芸部・合唱部・写真
部・粘土部

美工で学び、見た目の良し悪しだけ
でなく「何のためのものか、目的は
何か」という、より本質的なところ
で物事を考え、判断できるように
なったと思います。将来は、人に笑
顔と元気を与えられるデザイナーに
なりたいと考えています。

自分を客観視するﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ制作などを通し
て、望む将来へ自ら切り拓いていくために必
要な“学び続ける力”の基盤をつくります。

VRゴーグルを使ったメタバースについての授業
や、3Dプリンターを活用した表現の追求等、最
新機器に触れる学びにも取り組んでいます。

隣接する京都市立芸術大学の教授による出前授業
や留学生との交流をはじめ、教育機関や国内外の
多様な団体等と連携する取組を行っています。

本校は2023年4月、
京都駅東部に新築移転し、
新校名にて新たなスタートを
切りました。

アートフロンティアコース

各専攻に所属して深く学びます。また，1年次に
学んだことをベースに表現力を高めていきます。

教育システム

専攻
決定

８専攻
すべて体験

３専攻
を選んで体験

２専攻
を選んで体験

美工の中核となる教育活動 ～ARTでつなぐBIKOの学び～

卒業後の未来に向けてコースを選択し，進路実現を目指します。
アートパイオニアコース

基礎実技力を伸ばしつつ１年かけて自分にあった専攻を探します。

大学入学共通テストの受
験が必要な大学を目指す
コース。学科/実技ともに、
入試向け演習授業が充実
しています。

私立美術系大学や専門学校
等を目指すためのコース。
専攻以外の多様な実習を通
して、幅広い力を身につけ
ます。

← デザイン専攻2年次に制作したポスター

学校や授業の様子など、
最新の情報は
学校ホームページを
ご覧ください。

その「わくわく」が、ありたい未来をソウゾウする。

「美」を通して様々な教科の学びに横断的に
取り組むことで「感じる心」「考える力」

「表現する力」を高め、 予測困難な社会に
柔軟に対応できる生徒を育みます。

− 37 −



○生徒数（令和５年５月１日現在）

○授業 充実した講師陣による徹底した個人指導、重唱・重奏、合唱や ○海外研修旅行　
オーケストラ等の学習、万全の進学指導（第一志望の実現をめざす)

○学校行事 文化祭／クラスミュージカル→ 

◆新「総合的な探究の時間」

　

教育システム

1年前期：各自がクラシック
音楽に関する研究テーマを
掲げ仮説⇒調査⇒考察を行
い発表会を開催。
1年後期：10件の様々な演
奏会の依頼に対して10のグ
ループに分かれて企画を立
て、3月から順次、演奏に出
かけます。

2年：クラ
ス全体で
一つの演
奏会を組
立て、開
催します。

計
男 9 ４ 8 21

1年 2年 3年

女 31 37 31 99

○制服
端正清潔な
グ レーが基
調です。
スラックス・ス
カート、ネクタ
イ・リボンが
選べます。

32

私立4年制大学 41 33 24
海外留学(準備含む) 1 0 1
卒業生数 40 39

～限りない夢と響きを求めて～

R2 R3 R4◎国内最高水準の音楽環境：すべてのレッ
スン室に、冷暖房・グランドピアノ完備 国公立4年制大学 19 20 13

学校概要(創立昭和23年10月)　全日制課程 進路状況（現役合格者延べ数）

京都市立京都堀川音楽高等学校
〒604-0052
京都市中京区油小路通御池
押油小路町238-1
 Tel.075-253-1581  Fax.075-213-3631

部活動
〇第76回全日本学生音楽ｺﾝｸｰﾙ ピアノ部門 高校の部大阪大会第2位，同チェロ
部門 高校の部 大阪大会第2位　〇第32回日本クラシック音楽ｺﾝｸｰﾙ バイオリン
部門 高校の部 第3位　〇第16回べーテン音楽ｺﾝｸｰﾙ  ピアノ部門 高校生の部
第1位　〇第7回豊中音楽ｺﾝｸｰﾙ 高校の部 弦楽器部門 第1位　ほか多数

コンクール（令和４年度実績）

学校生活

学校の特色

演奏会[定期演奏会（公開実技試験）、
オーケストラ定期演奏会、ピアノコンサー
ト、京都城巽音楽フェスティバル、卒業演
奏会] 、文化祭、体育祭、遠足 など

＜卒業生からのメッセージ＞
  このページを開けて悩むあなた！
　中学３年生の夏、吹奏楽部の顧問の先生から「堀音」へ
の進学を勧められ、吹奏楽強豪校を視野に入れていた私
はたくさん悩みました。あなたも「一生に一度しかない高校
生活、自分が一番にしたいことは何だろう？」と、自分に問
うてみてください。あなたがしたいことは、部活動ですか？
それとも「音楽」そのものですか？　音楽をしたい！そう考
えるあなた、ぜひ堀音への扉を叩いてみてください。
　ここ「堀音」は、全国から音楽を志す生徒が集まり、十人
十色の音楽から刺激を受け、切磋琢磨し、互いを高め合え
る唯一無二の学校です。数多くの練習室、素晴らしい音響
を誇るホール、67台ものグランドピアノなど、公立高校では
あり得ないくらいの設備が揃っています。第一線で活躍す
る講師の先生とのマンツーマンレッスンも充実しているう
え、名門大学、海外からプロの演奏家がレッスンをしに来
てくださる…音楽技術を伸ばすのに最
高のカリキュラムがあります。さらに、
国内外で活躍する多くの「堀音」の先輩
と繋がりを持つことができます。
　「音楽が好き」「音楽を学びたい」そう
考えるあなた！　「堀音」で最高の高校
生活を過ごしてみませんか？

　東京藝大 2年 金藤エミリ　（73期卒）
　（八幡市立男山第三中出身）

➡【R４年度は国内代替研修旅行を実施】
東京音楽大学で個人レッスン・授業見学を行い
ボストン交響楽団の公演
をサントリーホールで
聴きました。また、東京
藝大附属音楽高校と東
京藝大の奏楽堂で交流
演奏会を開催しました。

チェコ（ブルノ）・オー
ストリア（ウィーン）等
で本場のクラシック
音楽を学び（個人
レッスン、演奏会開
催、オペラ鑑賞）、夢
を育みます。（予定）

地図

教育目標：人間尊重の精神を基盤に、心豊かで自立した人間を育てるとともに、

将来幅広く音楽専門家として活躍し、文化の発展に貢献する人を育成します。

設置学科：音楽科 ＜入学時より音楽の専攻に分かれ、専門的に演奏技術や演奏表現を学びます＞

京都市営地下鉄 東西線

二条城前駅 下車 徒歩 2 分

■音楽ホール301席■レッスン・ソルフェー
ジュ室36室■グランドピアノ67台（スタイン

ウェイ7台を含む）

<R４年度(R５入試)現役合格実績>
(国公立)京都市芸大９、東京藝大４

(私立)大阪音大７、同女大６、

東京音大５ 、桐朋学園大１、

武蔵野音大１、神戸女学院大１ 他

(留学準備) パリ12区ポールデュカ音楽院１

○文化系 オーケストラ、弦楽アンサンブル、管楽アンサンブル、
ピアノ重奏、重唱、音楽研究、園芸、ＥＳＳ、読書倶楽部

○体育系 スポーツ

ホーム
ページ

➡

専攻 楽器等／ｺｰｽ

ピアノ

弦　楽 ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス

管　楽
フルート、オーボエ、クラリネット、ファゴット、サクソ

フォン、ホルン、トランペット、トロンボーン、チューバ

打　楽 打楽器、マリンバ

<理論コース>

<表現コース>

内　　　　　容

歌曲やオペラアリアの学習を通して、身体に無理のない発声を学び、くせのない、伸びやかな声に育てます。

和声法・対位法等、作曲の基礎を学びながら、創作を重ねるとともに、楽曲分析や自作品の演奏発表を行います。

楽曲分析や和声法等の基礎知識、楽書講読に必要な英語力を身につけるとともに、音楽を多角的に考察
する力を育てます。

作曲、指揮、声楽、ピアノ、チェンバロ、クラシックギター又は弦楽器、管楽器(ユーフォニアムを含む)、打楽
器に関する、それぞれの専門的学習を通して、音楽を形作っている要素を正しくとらえ、表現する能力を養
い、高度な音楽的コミュニケーション能力を育成します。

各楽器の演奏に関する専門的学習を通して演奏技術
を向上させ、楽曲の時代背景や様式等を踏まえた奏
法等を身につけるとともに、表現意図を明確にし、創造
的な音楽を表現する能力を養います。

作曲専攻

声楽専攻

楽理
専攻

器楽
専攻

　ここには仲間がいる！

 「音楽」という共通の目標を持つ
  同級生や先輩・後輩等、仲間とと
  もに学ぶ充実した高校生活

 日本の伝統文化・伝統
 音楽についても「本物」
 を学ぶ機会を持ち、グロ
 ーバルな視野を養う

「実技力」「学力」「人間力」
（総称して音楽力）をバランスよ
く伸ばし、将来、社会にどのように
貢献できるかを考えながら音楽を追
求し続け、行動できる人を育成する

  世界的指揮者の佐渡裕氏
  ほか本校の芸術顧問を始
  めとする国内外の著名な
  音楽家・指導者による特
  別レッスンを受けられる

○生徒数䠄௧䠑年䠑᭶１᪥⌧ᅾ䠅

㻳㼘㼛㼎㼥
䚷䚷䠄グロー䝡ー䠅

ⱥㄒᮧキャラクター

部活動㻔௧䠑年度設置≧ἣ㻕

○体育系䚷䚷ᘪ㐨䚷⏨ዪ㐨䚷◳ᘧ㔝⌫䚷䝃䝑䜹ー䚷䝋フ䝖䝔ニス䚷┦᧞䚷䝞ド䝭ン䝖ン
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㻌䝎ンス䚷⏨ዪ䝔ニス䚷⏨ዪ䝞ス䜿䝑䝖䝪ール䚷ዪᏊ䝞レー䝪ール

○文化系䚷䚷㻱㻿㻿㻌㻌⨾⾡・ᕤⱁ䚷Ⲕ・⳹㐨䚷生≀䚷ᨺ㏦䚷ᩱ⌮䚷᭩㐨䚷྿ዌᴦ䚷ₔ⏬◊究

○授業
䚷䕺㻝人㻝ྎ㻯㼔㼞㼛㼙㼑㼎㼛㼛㼗を㉎ධして、授業や㻴㻾等の様々な教⫱活動で活用することにより、㻵㻯㼀を活用して未来を生き抜くためのຊをఙ㛗します。
䚷䕺「ୡ⏺をつな䛠㉺ቃ者」にᚲせなຊ䠄ಠ▔ຊ、㐺応ຊ、ཷಙຊ、Ⓨಙຊ、ᛮ考ຊ、挑戦ຊ、ಶ々でつけたいຊ䠅を身につける学習活動を行います。

○学校行事

䕿௧㻠年度実⦼䚷䕺ዪᏊ㐨䠄㏆␥大会ඃ、䜲ンター䝝䜲ಶ人出ሙ、㏆␥選抜
出ሙ、ᅜ選抜出ሙ䠅䚷䕺⏨Ꮚ㐨䠄㏆␥大会出ሙ、㏆␥選抜出ሙ䠅䚷䕺┦᧞䠄䜲ン
ター䝝䜲ಶ人䝧ス䝖㻤、ᅜ選抜出ሙ䠅䚷䕺䝎ンス䠄䝎ンスドリル関す大会部㛛㻟、
ᅜ高校䝎ンスドリルᏘ大会出ሙ䠅䚷䕺ᘪ㐨䠄㏆␥大会ಶ人出ሙ、䜲ンター䝝䜲
ಶ人出ሙ䠅䚷䈜ಶ人とグ㍕のないものはてᅋ体でのᡂ⦼

学校の≉Ⰽ

教⫱目ᶆ㻌䠖㻌「自律・協働・創造」䚷䚷䚷⫱てたい生徒ീ㻌䠖㻌「世界をつなぐ越境者」
䚷䚷㻌䛆ୡ⏺をつな䛠㉺ቃ者とは、自分のቨやまわりのさま䛦まなቃを㉺えて挑戦し、い䜝い䜝な人々とつながり、自分のୡ⏺を広䛢、新しい価値をồめる人。䛇

学校生活㻔௧䠑年度ධ学生㻕

䚷䕺㐲㊊䠄㻡᭶䠅、⌫ᢏ大会䠄㻢᭶䠅、䝃䝬ーデ䜲キャンプ䠄㻣᭶䠖㻞年ḟᕼ望者䠅、㐍学対⟇ㅮᗙ䠄㻣᭶・㻝㻞᭶䠅、文化⚍・体⫱⚍䠄㻥᭶䠅、
㻌㻌㻌㻌㻌䜴䜲ンターデ䜲キャンプ䠄㻝㻞᭶䠖㻝年ḟ䠅、◊ಟ᪑行䠄㻟᭶䠖㻞年ḟ䠅、校内ᶍヨ䠄ဨཷ㦂㻌㻝・㻞年ḟ⣙㻤ᅇ、㻟年ḟ⣙㻢ᅇ䠅、校外ᶍヨ䠄㻟年ḟᕼ望者⣙㻝㻝ᅇ䠅

䕺䠦䠮「ᮾ⚟ᑎ」䛚よび京㜰
㻌「ᮾ⚟ᑎ」から徒Ṍ⣙１０分

䕺ᕷ䝞ス「ᮾ⚟ᑎ」または
㻌「Ἠᾛᑎ㐨」から徒Ṍ⣙䠒分

䛈㻢㻜㻡㻙㻜㻜㻜㻜
京都ᕷᮾᒣ༊⇃㔝ᝒ⏣㝔ᒣ⏫㻡㻙㻞㻞
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㻾㻞 㻾㻟 㻾㻠

㐍㊰≧ἣ䠄⌧ᙺ生のみ䠖ᘏべ数㻕

京都市立日吉ケ丘高等学校

㻥
⚾❧㻠年ไ大学 㻟㻠㻝 㻠㻤㻜 㻡㻞㻠

学校ᴫせ㻔創❧㻌２４年４᭶㻕䚷᪥ไ課⛬

ᅜබ❧㻠年ไ大学 㻞㻞 㻞㻜

ᅜබ❧・⚾❧▷期大学 㻝㻢 㻝㻟 㻝㻠
ᑓಟ・ྛ✀学校 㻟㻜 㻟㻝 㻟㻝
ᾏ外の大学等 㻝 㻜 㻝
ᑵ⫋・බົဨ 㻟 㻣 㻡

᪥ྜྷ䜿ୣ高校での３年間の学び
䚷ဨが「グロー䝞ルコ䝭䝳ニ䜿ーシ䝵ンコース」にᡤᒓし、１年ḟはဨ同じ科目を
䚷ᒚಟします。２年ḟからはそれ䛮れのᕼ望にᇶ䛵いてᑓᨷを選択し、それ䛮れの
䚷㐍㊰実⌧を目指します。

㻝年 㻞年 㻟年 ィ

ዪ 㻝㻣㻠 㻝㻡㻣 㻝㻢㻤 㻠㻥㻥
⏨ 㻢㻢 㻣㻥 㻢㻜 㻞㻜㻡

教⫱シス䝔ム

㐍学ᆺ༢ไ普通科

グロー䝞ルコ䝭䝳ニ䜿ーシ䝵ンコース

・１年ḟဨඹ通䜹リキ䝳ラム

・２年ḟより文⌮ูᑓᨷ選択

ᮏ校,Pは
こちら

学びのプラットフォーム・校内留学施設である

HELLO Villageのある学校

HELLO Village䠄ⱥㄒᮧ䠅

・ⱥㄒ教⫱のሙにとどまらない

学びのプラ䝑䝖フ䜷ーム

・ᴦしくⱥㄒが学べる校内␃学

施設䠄ᅜබ❧高校ึ䠅

・ୡ⏺の文化や習័を知る多ᙬ

なプログラムを実施

・様々な人たちとὶし、自分を

⾲⌧できる⤯ዲのሙです䟿

総合的な探究の時間

「自ᕫㄪᩚᆺ学習者」をめ䛦し、

自分を知る活動、ୡ⏺をつな䛠

活動、そして様々な学びを活か

して自分と社会との関わりを考

えます。䜲ンプ䝑䝖、ア䜴䝖プ䝑䝖、

だちやඛ生とのディス䜹䝑シ䝵

ンにྲྀり⤌みます。

研修旅行（２年次）
䠄ᾏ外・ᅜ内の３コースから選択䠅

・䜸ース䝖ラリア䠄⣙２㐌間䠅䠖䝩ームス䝔䜲、

ㄒ学◊ಟ䠈ጜጒ校ὶ

・䝬レーシア䠄４Ἡ䠑᪥䠅䠖䝩ーム䝡ジ䝑䝖または

䝩ームス䝔䜲、⌧地高校生とのὶ、

自↛体㦂

・ᾏ㐨䠄４Ἡ䠑᪥䠅䠖ⱥㄒ◊ಟ、^�'Ɛフィールド

ワーク、スキー◊ಟ

姉妹校提携・留学生受入

䕺᪥ྜྷ䜿ୣからᾏ外䜈

・㻺㼛㼛㼟㼍高校䠄䜸ース䝖ラリア䠅

・ジ䝵ージ・コシ䝳䝤䝑ク高校䠄ルー䝬ニア䠅

䕺ᾏ外␃学生のཷけධれ

・ᕞ・⡿ᅜ・䜹䝘䝎など

・䝩ス䝖フ䜯䝭リーとして␃学生を自Ꮿに

ཷけධれることもྍ⬟。

～HELLO Village（英語村）が日常に

ある高校３年間～
毎日、英語を使ったコミュニケーションや海外文化に触れ、

自分の世界を広げることができます。

「ୡ⏺をつな䛠㉺ቃ者」として、それぞれが選んだ進路䜈

主な教⫱活動
᪥々の授業・課㢟などを通してすべての活動のᇶ┙をつくる

進学型単位制普通科

様々な選択科目の୰から、自分

の興味・関心や㐍㊰ᕼ望にἢっ

た科目を選択することができま

す。

䠄選択科目は㻞年ḟと㻟年ḟに用

意されています。䠅

༞業生からの䝯䝑䝉ージ ᪥ྜྷ䜿ୣは生徒のຊをᘬき出してくれる学校です。⚾は目ᶆも将来ീも₍↛としたままධ

学しましたが、䝊䝭の時間で⎔ቃ問㢟について探究する䛖ちに、将来学びたいこと䜈の⣒ཱྀをⓎ見できました。部活動では、

ዪᏊ㐨部でᅜධ㈹をᥖ䛢て、᪥々の✍ྂを通してຊをఙ䜀すことができました。ྥୖ心に⁄れた௰間や、ຊで援

ㆤしてୗさるඛ生᪉に่⃭され、ではດຊすることがᴦしいと感じています。きっと、ධ学๓にはീもできない未来が

ᚅっているので、ⓙさんの大ษな高校３年間を᪥ྜྷ䜿ୣで、ຮᙉや部活動や、学校行にຊをὀいでください。

䠄௧㻡年㻟᭶༞業生 㕥ᮌᑠⴗ ᪩✄⏣大学社会科学部社会科学科䠅

主体性・発信力を育む「国際教育」

・᪥ᮏの伝統、文化、科学ᢏ⾡を⌮ゎし、

自分の考えをⓎಙします。

・ᐟἩ校外フィールドワークでྎ‴やᐑᓮ

┴都㎰⏫䜈行き、⌧地の人とのὶの

୰でグロー䝞ルとロー䜹ルのどⅬを身に

つけます。

・京都大学の␃学生などとのὶを通じ、

ᾏ外や自ᅜの⌮ゎを深めます。

・「⥲合的な探究の時間」で自分を知る・ୡの୰を知る

・P���䝃䜲クルで学ຊ・学びの䝉ルフ䝬ネジ䝯ン䝖ຊを

ア䝑プ䠄ᶍᨃヨ㦂等の活用䠅

・◊ಟ᪑行で␗なるゝㄒ・文化ᅪでの生活や人々との

ὶを体㦂する

・㐍㊰ᕼ望に合わ䛫た授業選択

・୍人䜂とりのキャリア実⌧にྥけた㐍学⿵習

【共通カリキュラム】

ဨが同じ科目をᒚಟし、ᇶ♏学ຊを身につけます。1年次

２年次

人文社会科学専攻 自然科学専攻

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
学びのᇶ┙となるㄞゎຊやᛮ考ຊ
を身につけながら、自↛⌧㇟に関し
て、≀⌮・生≀・化学などの分㔝に
㔜Ⅼを置いて学びます。

グローバルコミュニケーションコース

人文社会科学専攻 １

国公立大学の文系学部䜈
の㐍学をど㔝にධれながら、
人文社会科学分㔝の学びを
深めます。

人文社会科学専攻 ２

私立大学の文系学部䜈の
㐍学をど㔝にධれながら、

人文社会科学分㔝の学び
を深めます。

自然科学専攻

大学の理系学部䜈の㐍学
をど㔝にධれながら、

自↛科学分㔝の学びを深
めます。

３年次 ・・・・

グローバルコミュニケーションコース

グローバルコミュニケーションコース

学びのᇶ┙となるㄞゎຊやᛮ考ຊ
を身につけながら、人と社会と文化
に関して、文学・Ṕྐ・地⌮などの分
㔝に㔜Ⅼを置いて学びます。

～英語が得意でさらに伸ばしたい人や、

苦手だけどじっくり学びたい人に～
一人ひとりに合わせた、きめ細やかな英語習熟度講座を

実施し、幅広い生徒のニーズに応えます。

− 38 −



○生徒数（令和５年５月１日現在）

○授業 充実した講師陣による徹底した個人指導、重唱・重奏、合唱や ○海外研修旅行　
オーケストラ等の学習、万全の進学指導（第一志望の実現をめざす)

○学校行事 文化祭／クラスミュージカル→ 

◆新「総合的な探究の時間」

　

教育システム

1年前期：各自がクラシック
音楽に関する研究テーマを
掲げ仮説⇒調査⇒考察を行
い発表会を開催。
1年後期：10件の様々な演
奏会の依頼に対して10のグ
ループに分かれて企画を立
て、3月から順次、演奏に出
かけます。

2年：クラ
ス全体で
一つの演
奏会を組
立て、開
催します。

計
男 9 ４ 8 21

1年 2年 3年

女 31 37 31 99

○制服
端正清潔な
グ レーが基
調です。
スラックス・ス
カート、ネクタ
イ・リボンが
選べます。

32

私立4年制大学 41 33 24
海外留学(準備含む) 1 0 1
卒業生数 40 39

～限りない夢と響きを求めて～

R2 R3 R4◎国内最高水準の音楽環境：すべてのレッ
スン室に、冷暖房・グランドピアノ完備 国公立4年制大学 19 20 13

学校概要(創立昭和23年10月)　全日制課程 進路状況（現役合格者延べ数）

京都市立京都堀川音楽高等学校
〒604-0052
京都市中京区油小路通御池
押油小路町238-1
 Tel.075-253-1581  Fax.075-213-3631

部活動
〇第76回全日本学生音楽ｺﾝｸｰﾙ ピアノ部門 高校の部大阪大会第2位，同チェロ
部門 高校の部 大阪大会第2位　〇第32回日本クラシック音楽ｺﾝｸｰﾙ バイオリン
部門 高校の部 第3位　〇第16回べーテン音楽ｺﾝｸｰﾙ  ピアノ部門 高校生の部
第1位　〇第7回豊中音楽ｺﾝｸｰﾙ 高校の部 弦楽器部門 第1位　ほか多数

コンクール（令和４年度実績）

学校生活

学校の特色

演奏会[定期演奏会（公開実技試験）、
オーケストラ定期演奏会、ピアノコンサー
ト、京都城巽音楽フェスティバル、卒業演
奏会] 、文化祭、体育祭、遠足 など

＜卒業生からのメッセージ＞
  このページを開けて悩むあなた！
　中学３年生の夏、吹奏楽部の顧問の先生から「堀音」へ
の進学を勧められ、吹奏楽強豪校を視野に入れていた私
はたくさん悩みました。あなたも「一生に一度しかない高校
生活、自分が一番にしたいことは何だろう？」と、自分に問
うてみてください。あなたがしたいことは、部活動ですか？
それとも「音楽」そのものですか？　音楽をしたい！そう考
えるあなた、ぜひ堀音への扉を叩いてみてください。
　ここ「堀音」は、全国から音楽を志す生徒が集まり、十人
十色の音楽から刺激を受け、切磋琢磨し、互いを高め合え
る唯一無二の学校です。数多くの練習室、素晴らしい音響
を誇るホール、67台ものグランドピアノなど、公立高校では
あり得ないくらいの設備が揃っています。第一線で活躍す
る講師の先生とのマンツーマンレッスンも充実しているう
え、名門大学、海外からプロの演奏家がレッスンをしに来
てくださる…音楽技術を伸ばすのに最
高のカリキュラムがあります。さらに、
国内外で活躍する多くの「堀音」の先輩
と繋がりを持つことができます。
　「音楽が好き」「音楽を学びたい」そう
考えるあなた！　「堀音」で最高の高校
生活を過ごしてみませんか？

　東京藝大 2年 金藤エミリ　（73期卒）
　（八幡市立男山第三中出身）

➡【R４年度は国内代替研修旅行を実施】
東京音楽大学で個人レッスン・授業見学を行い
ボストン交響楽団の公演
をサントリーホールで
聴きました。また、東京
藝大附属音楽高校と東
京藝大の奏楽堂で交流
演奏会を開催しました。

チェコ（ブルノ）・オー
ストリア（ウィーン）等
で本場のクラシック
音楽を学び（個人
レッスン、演奏会開
催、オペラ鑑賞）、夢
を育みます。（予定）

地図

教育目標：人間尊重の精神を基盤に、心豊かで自立した人間を育てるとともに、

将来幅広く音楽専門家として活躍し、文化の発展に貢献する人を育成します。

設置学科：音楽科 ＜入学時より音楽の専攻に分かれ、専門的に演奏技術や演奏表現を学びます＞

京都市営地下鉄 東西線

二条城前駅 下車 徒歩 2 分

■音楽ホール301席■レッスン・ソルフェー
ジュ室36室■グランドピアノ67台（スタイン

ウェイ7台を含む）

<R４年度(R５入試)現役合格実績>
(国公立)京都市芸大９、東京藝大４

(私立)大阪音大７、同女大６、

東京音大５ 、桐朋学園大１、

武蔵野音大１、神戸女学院大１ 他

(留学準備) パリ12区ポールデュカ音楽院１

○文化系 オーケストラ、弦楽アンサンブル、管楽アンサンブル、
ピアノ重奏、重唱、音楽研究、園芸、ＥＳＳ、読書倶楽部

○体育系 スポーツ

ホーム
ページ

➡

専攻 楽器等／ｺｰｽ

ピアノ

弦　楽 ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバス

管　楽
フルート、オーボエ、クラリネット、ファゴット、サクソ

フォン、ホルン、トランペット、トロンボーン、チューバ

打　楽 打楽器、マリンバ

<理論コース>

<表現コース>

内　　　　　容

歌曲やオペラアリアの学習を通して、身体に無理のない発声を学び、くせのない、伸びやかな声に育てます。

和声法・対位法等、作曲の基礎を学びながら、創作を重ねるとともに、楽曲分析や自作品の演奏発表を行います。

楽曲分析や和声法等の基礎知識、楽書講読に必要な英語力を身につけるとともに、音楽を多角的に考察
する力を育てます。

作曲、指揮、声楽、ピアノ、チェンバロ、クラシックギター又は弦楽器、管楽器(ユーフォニアムを含む)、打楽
器に関する、それぞれの専門的学習を通して、音楽を形作っている要素を正しくとらえ、表現する能力を養
い、高度な音楽的コミュニケーション能力を育成します。

各楽器の演奏に関する専門的学習を通して演奏技術
を向上させ、楽曲の時代背景や様式等を踏まえた奏
法等を身につけるとともに、表現意図を明確にし、創造
的な音楽を表現する能力を養います。

作曲専攻

声楽専攻

楽理
専攻

器楽
専攻

　ここには仲間がいる！

 「音楽」という共通の目標を持つ
  同級生や先輩・後輩等、仲間とと
  もに学ぶ充実した高校生活

 日本の伝統文化・伝統
 音楽についても「本物」
 を学ぶ機会を持ち、グロ
 ーバルな視野を養う

「実技力」「学力」「人間力」
（総称して音楽力）をバランスよ
く伸ばし、将来、社会にどのように
貢献できるかを考えながら音楽を追
求し続け、行動できる人を育成する

  世界的指揮者の佐渡裕氏
  ほか本校の芸術顧問を始
  めとする国内外の著名な
  音楽家・指導者による特
  別レッスンを受けられる

○生徒数䠄௧䠑年䠑᭶１᪥⌧ᅾ䠅

㻳㼘㼛㼎㼥
䚷䚷䠄グロー䝡ー䠅

ⱥㄒᮧキャラクター

部活動㻔௧䠑年度設置≧ἣ㻕

○体育系䚷䚷ᘪ㐨䚷⏨ዪ㐨䚷◳ᘧ㔝⌫䚷䝃䝑䜹ー䚷䝋フ䝖䝔ニス䚷┦᧞䚷䝞ド䝭ン䝖ン
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㻌䝎ンス䚷⏨ዪ䝔ニス䚷⏨ዪ䝞ス䜿䝑䝖䝪ール䚷ዪᏊ䝞レー䝪ール

○文化系䚷䚷㻱㻿㻿㻌㻌⨾⾡・ᕤⱁ䚷Ⲕ・⳹㐨䚷生≀䚷ᨺ㏦䚷ᩱ⌮䚷᭩㐨䚷྿ዌᴦ䚷ₔ⏬◊究

○授業
䚷䕺㻝人㻝ྎ㻯㼔㼞㼛㼙㼑㼎㼛㼛㼗を㉎ධして、授業や㻴㻾等の様々な教⫱活動で活用することにより、㻵㻯㼀を活用して未来を生き抜くためのຊをఙ㛗します。
䚷䕺「ୡ⏺をつな䛠㉺ቃ者」にᚲせなຊ䠄ಠ▔ຊ、㐺応ຊ、ཷಙຊ、Ⓨಙຊ、ᛮ考ຊ、挑戦ຊ、ಶ々でつけたいຊ䠅を身につける学習活動を行います。

○学校行事

䕿௧㻠年度実⦼䚷䕺ዪᏊ㐨䠄㏆␥大会ඃ、䜲ンター䝝䜲ಶ人出ሙ、㏆␥選抜
出ሙ、ᅜ選抜出ሙ䠅䚷䕺⏨Ꮚ㐨䠄㏆␥大会出ሙ、㏆␥選抜出ሙ䠅䚷䕺┦᧞䠄䜲ン
ター䝝䜲ಶ人䝧ス䝖㻤、ᅜ選抜出ሙ䠅䚷䕺䝎ンス䠄䝎ンスドリル関す大会部㛛㻟、
ᅜ高校䝎ンスドリルᏘ大会出ሙ䠅䚷䕺ᘪ㐨䠄㏆␥大会ಶ人出ሙ、䜲ンター䝝䜲
ಶ人出ሙ䠅䚷䈜ಶ人とグ㍕のないものはてᅋ体でのᡂ⦼

学校の≉Ⰽ

教⫱目ᶆ㻌䠖㻌「自律・協働・創造」䚷䚷䚷⫱てたい生徒ീ㻌䠖㻌「世界をつなぐ越境者」
䚷䚷㻌䛆ୡ⏺をつな䛠㉺ቃ者とは、自分のቨやまわりのさま䛦まなቃを㉺えて挑戦し、い䜝い䜝な人々とつながり、自分のୡ⏺を広䛢、新しい価値をồめる人。䛇

学校生活㻔௧䠑年度ධ学生㻕

䚷䕺㐲㊊䠄㻡᭶䠅、⌫ᢏ大会䠄㻢᭶䠅、䝃䝬ーデ䜲キャンプ䠄㻣᭶䠖㻞年ḟᕼ望者䠅、㐍学対⟇ㅮᗙ䠄㻣᭶・㻝㻞᭶䠅、文化⚍・体⫱⚍䠄㻥᭶䠅、
㻌㻌㻌㻌㻌䜴䜲ンターデ䜲キャンプ䠄㻝㻞᭶䠖㻝年ḟ䠅、◊ಟ᪑行䠄㻟᭶䠖㻞年ḟ䠅、校内ᶍヨ䠄ဨཷ㦂㻌㻝・㻞年ḟ⣙㻤ᅇ、㻟年ḟ⣙㻢ᅇ䠅、校外ᶍヨ䠄㻟年ḟᕼ望者⣙㻝㻝ᅇ䠅

䕺䠦䠮「ᮾ⚟ᑎ」䛚よび京㜰
㻌「ᮾ⚟ᑎ」から徒Ṍ⣙１０分

䕺ᕷ䝞ス「ᮾ⚟ᑎ」または
㻌「Ἠᾛᑎ㐨」から徒Ṍ⣙䠒分

䛈㻢㻜㻡㻙㻜㻜㻜㻜
京都ᕷᮾᒣ༊⇃㔝ᝒ⏣㝔ᒣ⏫㻡㻙㻞㻞
㻌㼀㼑㼘㻚㻌㻌㻜㻣㻡㻙㻡㻢㻝㻙㻠㻝㻠㻞
㻌㻲㼍㼤㻚㻌㻜㻣㻡㻙㻡㻡㻝㻙㻥㻜㻠㻢᪥ྜྷ䜿ୣで目指そ䛖「ୡ⏺をつな䛠㉺ቃ者」䟿

㻾㻞 㻾㻟 㻾㻠

㐍㊰≧ἣ䠄⌧ᙺ生のみ䠖ᘏべ数㻕

京都市立日吉ケ丘高等学校

㻥
⚾❧㻠年ไ大学 㻟㻠㻝 㻠㻤㻜 㻡㻞㻠

学校ᴫせ㻔創❧㻌２４年４᭶㻕䚷᪥ไ課⛬

ᅜබ❧㻠年ไ大学 㻞㻞 㻞㻜

ᅜබ❧・⚾❧▷期大学 㻝㻢 㻝㻟 㻝㻠
ᑓಟ・ྛ✀学校 㻟㻜 㻟㻝 㻟㻝
ᾏ外の大学等 㻝 㻜 㻝
ᑵ⫋・බົဨ 㻟 㻣 㻡

᪥ྜྷ䜿ୣ高校での３年間の学び
䚷ဨが「グロー䝞ルコ䝭䝳ニ䜿ーシ䝵ンコース」にᡤᒓし、１年ḟはဨ同じ科目を
䚷ᒚಟします。２年ḟからはそれ䛮れのᕼ望にᇶ䛵いてᑓᨷを選択し、それ䛮れの
䚷㐍㊰実⌧を目指します。

㻝年 㻞年 㻟年 ィ

ዪ 㻝㻣㻠 㻝㻡㻣 㻝㻢㻤 㻠㻥㻥
⏨ 㻢㻢 㻣㻥 㻢㻜 㻞㻜㻡

教⫱シス䝔ム

㐍学ᆺ༢ไ普通科

グロー䝞ルコ䝭䝳ニ䜿ーシ䝵ンコース

・１年ḟဨඹ通䜹リキ䝳ラム

・２年ḟより文⌮ูᑓᨷ選択

ᮏ校,Pは
こちら

学びのプラットフォーム・校内留学施設である

HELLO Villageのある学校

HELLO Village䠄ⱥㄒᮧ䠅

・ⱥㄒ教⫱のሙにとどまらない

学びのプラ䝑䝖フ䜷ーム

・ᴦしくⱥㄒが学べる校内␃学

施設䠄ᅜබ❧高校ึ䠅

・ୡ⏺の文化や習័を知る多ᙬ

なプログラムを実施

・様々な人たちとὶし、自分を

⾲⌧できる⤯ዲのሙです䟿

総合的な探究の時間

「自ᕫㄪᩚᆺ学習者」をめ䛦し、

自分を知る活動、ୡ⏺をつな䛠

活動、そして様々な学びを活か

して自分と社会との関わりを考

えます。䜲ンプ䝑䝖、ア䜴䝖プ䝑䝖、

だちやඛ生とのディス䜹䝑シ䝵

ンにྲྀり⤌みます。

研修旅行（２年次）
䠄ᾏ外・ᅜ内の３コースから選択䠅

・䜸ース䝖ラリア䠄⣙２㐌間䠅䠖䝩ームス䝔䜲、

ㄒ学◊ಟ䠈ጜጒ校ὶ

・䝬レーシア䠄４Ἡ䠑᪥䠅䠖䝩ーム䝡ジ䝑䝖または

䝩ームス䝔䜲、⌧地高校生とのὶ、

自↛体㦂

・ᾏ㐨䠄４Ἡ䠑᪥䠅䠖ⱥㄒ◊ಟ、^�'Ɛフィールド

ワーク、スキー◊ಟ

姉妹校提携・留学生受入

䕺᪥ྜྷ䜿ୣからᾏ外䜈

・㻺㼛㼛㼟㼍高校䠄䜸ース䝖ラリア䠅

・ジ䝵ージ・コシ䝳䝤䝑ク高校䠄ルー䝬ニア䠅

䕺ᾏ外␃学生のཷけධれ

・ᕞ・⡿ᅜ・䜹䝘䝎など

・䝩ス䝖フ䜯䝭リーとして␃学生を自Ꮿに

ཷけධれることもྍ⬟。

～HELLO Village（英語村）が日常に

ある高校３年間～
毎日、英語を使ったコミュニケーションや海外文化に触れ、

自分の世界を広げることができます。

「ୡ⏺をつな䛠㉺ቃ者」として、それぞれが選んだ進路䜈

主な教⫱活動
᪥々の授業・課㢟などを通してすべての活動のᇶ┙をつくる

進学型単位制普通科

様々な選択科目の୰から、自分

の興味・関心や㐍㊰ᕼ望にἢっ

た科目を選択することができま

す。

䠄選択科目は㻞年ḟと㻟年ḟに用

意されています。䠅

༞業生からの䝯䝑䝉ージ ᪥ྜྷ䜿ୣは生徒のຊをᘬき出してくれる学校です。⚾は目ᶆも将来ീも₍↛としたままධ

学しましたが、䝊䝭の時間で⎔ቃ問㢟について探究する䛖ちに、将来学びたいこと䜈の⣒ཱྀをⓎ見できました。部活動では、

ዪᏊ㐨部でᅜධ㈹をᥖ䛢て、᪥々の✍ྂを通してຊをఙ䜀すことができました。ྥୖ心に⁄れた௰間や、ຊで援

ㆤしてୗさるඛ生᪉に่⃭され、ではດຊすることがᴦしいと感じています。きっと、ධ学๓にはീもできない未来が

ᚅっているので、ⓙさんの大ษな高校３年間を᪥ྜྷ䜿ୣで、ຮᙉや部活動や、学校行にຊをὀいでください。

䠄௧㻡年㻟᭶༞業生 㕥ᮌᑠⴗ ᪩✄⏣大学社会科学部社会科学科䠅

主体性・発信力を育む「国際教育」

・᪥ᮏの伝統、文化、科学ᢏ⾡を⌮ゎし、

自分の考えをⓎಙします。

・ᐟἩ校外フィールドワークでྎ‴やᐑᓮ

┴都㎰⏫䜈行き、⌧地の人とのὶの

୰でグロー䝞ルとロー䜹ルのどⅬを身に

つけます。

・京都大学の␃学生などとのὶを通じ、

ᾏ外や自ᅜの⌮ゎを深めます。

・「⥲合的な探究の時間」で自分を知る・ୡの୰を知る

・P���䝃䜲クルで学ຊ・学びの䝉ルフ䝬ネジ䝯ン䝖ຊを

ア䝑プ䠄ᶍᨃヨ㦂等の活用䠅

・◊ಟ᪑行で␗なるゝㄒ・文化ᅪでの生活や人々との

ὶを体㦂する

・㐍㊰ᕼ望に合わ䛫た授業選択

・୍人䜂とりのキャリア実⌧にྥけた㐍学⿵習

【共通カリキュラム】

ဨが同じ科目をᒚಟし、ᇶ♏学ຊを身につけます。1年次

２年次

人文社会科学専攻 自然科学専攻

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
学びのᇶ┙となるㄞゎຊやᛮ考ຊ
を身につけながら、自↛⌧㇟に関し
て、≀⌮・生≀・化学などの分㔝に
㔜Ⅼを置いて学びます。

グローバルコミュニケーションコース

人文社会科学専攻 １

国公立大学の文系学部䜈
の㐍学をど㔝にධれながら、
人文社会科学分㔝の学びを
深めます。

人文社会科学専攻 ２

私立大学の文系学部䜈の
㐍学をど㔝にධれながら、

人文社会科学分㔝の学び
を深めます。

自然科学専攻

大学の理系学部䜈の㐍学
をど㔝にධれながら、

自↛科学分㔝の学びを深
めます。

３年次 ・・・・

グローバルコミュニケーションコース

グローバルコミュニケーションコース

学びのᇶ┙となるㄞゎຊやᛮ考ຊ
を身につけながら、人と社会と文化
に関して、文学・Ṕྐ・地⌮などの分
㔝に㔜Ⅼを置いて学びます。

～英語が得意でさらに伸ばしたい人や、

苦手だけどじっくり学びたい人に～
一人ひとりに合わせた、きめ細やかな英語習熟度講座を

実施し、幅広い生徒のニーズに応えます。
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ؙؙؙؙؙやってみたいを�やってみる
عここで出ভう⾃分प、ऌっとຐऎع�ؙؙؙؙؙؙ

学校生活䠄௧䠑年度ධ学生䠅

ਙをかच、やりたいことपかってตরप学び、ુपඵౕし়いながら、た
ऎऽしऎ成শし、未来をᅔرとనんでいऎ⼒を育ि学ૅとして、ഥਮڱফڰাप
৫ૅしऽした؛

ফڭ �ফ �ফ
੬ �� �� ��� 㻞、㻟年はሪ༡高校

生の数です。 ��� ��� ���
䈜高等学校の≉Ⰽ化・㨩ຊ化をより㐍めるため、௧４年から設置できるよ䛖になり
ました。開ᘓ高校は、京都ᗓ内၏୍の「その他普通教⫱を施す学科」です。

部活動䠄௧䠑年度設置≧ἣ䠅

学校の≉Ⰽ・教⫱シス䝔ム

教⫱目ᶆ䠖より良い未来をめ䛦し、ಶᛶを活かして社会を協創する生徒の⫱ᡂ

か い け ん

文化系䠖⳹㐨、Ⲕ㐨、᭩㐨、⨾⾡、科学、新⪺、ᨺ㏦、྿ዌᴦ、㻱㻿㻿

体⫱系䠖䝞レー䝪ール、䝞ス䜿䝑䝖䝪ール、䝞ド䝭ン䝖ン、ᘪ㐨、◳ᘧ㔝⌫、䝃䝑䜹ー、㝣ୖ➇ᢏ、䝔ニス、䝋フ䝖䝔ニス

開ᘓの「やってみたいをやって
みる」は、学習活動をはじめ、
᭹や学校生活のためのつ
๎、生徒会活動等、すべての
に通じます。様々な考えをも
つ௰間とともに、ಶᛶを生かし
た協創に挑戦し、自由なⓎ
で教ဨと生徒とが対話し、より
良い学校を創っていくことを目
指しています。

「自らのᡂ㛗とともに他者と協ാしながら、より良い未来社会の創造にྲྀり⤌䜐人≀
䠄䠙協創者䠅」を⫱てたい生徒ീとして、未来社会の創造に、自分のಶᛶを活かした
㈉⊩ができる人を⫱てます。

्ଔஸ校ミッション

Point２ をইィーঝॻपർ活آ

Point１ 学び্がୀいऽすآ

Point３ ౄৰしたୖਗ活آ

�学校੧+3!

्ଔஸ校Ɓ求める人物

➣ 学ૅ生活のঝーঝ
学校生活ୖのルールは「自分たちで考える」とい䛖のが開ᘓのᇶᮏ᪉㔪です。࿘ᅖ䜈の㓄៖の

ᚲせᛶを考え、ㄡもがᏳ心・Ᏻに学校で学べるよ䛖生徒୍人୍人が考え⥆けます。

➣ സಎ
普ẁの学校生活に䛚いては、TPOに応じた᭹を自分で選択します。

ᘧや外部の᪉とඹに活動するときには、学校がᐃめた᭹(学校᭹)を╔用します。

➣ 生െが創るイঋントْ৫૦ມقધ৲ມ・৬育ມك、ଢ଼ఊষ なनٓ
生徒による実行ጤဨ会を❧ちୖ䛢、䜲䝧ン䝖をどのよ䛖に形సるかについて㆟ㄽし、

自分たちのプロジ䜵ク䝖として㐠Ⴀします。

➣ 1HZ +25,=21 'D\
ᨺ課後の時間を活用し、普ẁはなかなかできないことに挑戦する

プログラムです。新たな୍Ṍを㋃み出す機会であり、自身の興味・

関心にẼ䛵く機会です。

ؙؙؙؙؙやってみたいを

➣やってみたいをやってみるカリキュラム
１年生では多様な教科、科目を学び、２年生

以降は自分の興味・関心や将来の志望をもと
に、学びたい科目を自分で選択します。
３年生では、自分の「やりたいこと」を選抜す

る科目、「やるべきこと」にチャレンジする時間
を設けています。

学校づくりを

生徒とともに

学校服

☝多様な人と関わり学びたい人

☝知識やスキルをみにつけ、他者と協創したい人

☝より良い未来を創っていきたい人
「やってみたいをやってみる」ƌƀƆ

➣未来デザインプログラム
企業、大学等に訪問し、社会で活

躍する大人との対話を通して、自

分の将来の姿を描きます。

➣ 地域協働コーディ
ネーターさんがサポート
地域と学校を結ぶコーディ

ネーターが、生徒のニーズ

に合った課外活動の紹介

や、探究活動の支援を行

います。

「やってみたいをやってみる」ことで、⾃分の得意や良さを知り、
それらを活かしてより良い未来を協創しよう

➣⾃由な学びを生み出す「L-pod」
教室の形を目的に応じて変えることができる、

普通教室４つ分の大きさの「>ĞĂƌŶŝŶŐͲƉŽĚ(>ͲƉoĚ)」
で、自由度の高い学習活動を展開します。
また、８０人クラスで、複数担任のチーム指導の

ため、様々な考えや意見に触れ、新たな価値を創
造します。

京都にある企業、大学、行政など幅広く連携し、伝統
や文化をはじめ、多様で奥深い京都のまちに触れる
フィールドワークや、より良い社会を創造する活動を通
して、学校内での学びの意義を実感したり、学んだこと
を実践しています。
探究系の授業は３年生まで同じ時間に置かれ、１年

生ではコアスキルやレジリエンシープログラムを習得し、
後期にはそれを活用した京都探究を行い、２年生から
の活動に備えます。

多様な形態で実施する部活動や、地域・大学等と連
携した活動プログラムを展開するほか、生徒自身が
やりたいことに主体的に挑戦できる課外活動の機会
を創出します。

やってみたい︕を
みつけよう

やってみたい︕を
やってみよう

やりたいこと、やるべきことを
やっていこう

対話⼒

協働⼒
思いや
る心

貢献志

挑戦⼒

学び続
ける⼒

育成を⽬指す６つの資質・能⼒

○生徒数（令和５年５月１日現在）

◆教育課程の特例を活用し、物理・化学・生物・地学や情報、工業、数学の一部を

再構成した教科横断型のクロスカリキュラムによる新たな学びを展開します。

◆理論と実践を往還する学びを通して既成の領域を超える学びを実現します。

◆大学や研究機関等と連携し、生徒が主体的に今日的課題にアプローチする

課外活動「自主プロジェクト」を開設します。

○スーパーサイエンスハイスクールによる研究開発 ○学校行事

○研修旅行＜鹿児島・熊本方面＞

学校の特色　　【スクールメッセージ】 常にプラス思考で　～何事にもチャレンジすることから始めよう！～

教育システム　～SSHによる教科横断型「クロスカリキュラム」を展開～

部活動（令和５年度設置状況）

＜令和４年度全国大会出場実績＞
・ラグビー部（全国高校７人制ラグビー大会出場）
・ボート部（全国高校総体ボート大会3位）
・サイエンスクラブ（全国高校総合文化祭物理部門３位）

工学系：アーキテクト（建築探究）、サイエンス（科学探究）、シビル（都市探究）、電子・機械工作

文化系：新聞、吹奏楽、茶華道、鉄道研究、美術、放送、模型、料理同好会

体育系：剣道、硬式テニス、硬式野球、サッカー、卓球、ダンス、バスケットボール、バレーボール、ボート、ラグビー、陸上競技

学校生活（令和５年度入学生）　※令和５年度 文部科学省指定「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」

男 197 198 188 583
女 30 33 30 93

　就職（学校斡旋） 67 72

卒業生のメッセージ：令和４年度プロジェクト工学科卒・八木さやか（京都教育大学）

１年 ２年 ３年 合計 　プロジェクトゼミでは、自ら問いを発見し、それを解明する手段を探りだし、論理的
に思考を進めていく中で、まったく新しいカタチを発想する考え方を学びました。
　食の環境を科学する活動では、最新のテクノロジーが駆使され、新たな食の可能性
の追求に興味を持ちました。社会の今日的課題を自分事として捉え、トライした時間
は私のかけがえのないものです。

　専修・各種学校 24(6) 22

　公務員 9 15

　私立4年制大学 343(83) 259(30)

　私立短期大学 2 9(3)

（　）：既卒生・内数 R４ R３

　国公立大学 18(6) 12(2)

京都市立京都工学院高等学校
〒612-0884
京都市伏見区深草西出山町23番地
 Tel. 075-646-1515
 Fax.075-646-1516～科学技術×夢＝∞(infinity)～

学校概要(創立・平成２８年4月)　  全日制課程 進路状況（延べ人数）

・「な֛i」「֨օしたらi」と思օ֒とに主体的にりຎֿ探究をᅏえた人。

。たい人־クするものを考えたり、作ったりしてؤクؤ・

・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。

㕿-㖌㖍㕾㕺㖆Ҧ・プロジェクトZERO

プロジェクトؔױҦ

F-SԣԏԋԚҧ

㕱年

2年

3年

Åႚ学ଢ଼、各分野での通学のଢ଼、生徒が自らの興味

・関、進᎓৵ሰ等により、領域または専を༖

教育ኬᅮ：ሟか֩人ตՒ॰か֩技術をිに֣Ւ京都からೂवのᄇ展と人፬のஂᆵにଝする

◆京ఙ電ೆ「ፂ༭大

深草ࢾ」から徒ᇶ13分

◆JRၼፕ「ࡸझࢾ」から

徒ᇶ15分

ॼ֖さをଣ֣るؐؗ・ルーンス 【カリキュラム・ؒリシー】

»

・֒れまでのඛಡをᆸす新たなカタチ・अཏを生־出すרト֤くりをຕ່する。

・ฌैのൂ活動をؐؗ・ルーンス＜ዥび人＞のから考ళし展開する。

・主体性か֣ຕ່性を育ֿ㖌㖍㕾㕺㖆教育の本ಱにれ、૪ଫཏを९ၜする。

Å各学年ഃ32時間೨業

؊ロンテחטጫ数科 ※֩๔科ኬの֬らփをಘす

ே୰立・ႍ立大学のጫ工૩進学をめ֕す

メカトロ

クス

À؊ロンテטア理数科

Àプロジェクト工学科

・まち֤くり分野

・もの֤くり分野

エレクト

ロクス

ロ
ؑ
ッ
ト

ဃ

ਂ

ဃ

ග
ሇ

２年

・

3年

㕱年

Å各学年ഃ34時間೨業

学校HPの
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ଔ

ཝ
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ॅ
इ
工

プロジェクトゼミ発ᅳ会（アリー） 体育祭（༌1グラכン人工ಷ）

プロジェクト工学科 ᇀኾ֎ᇀኾ・もの֤֎ֽ֤֠

๔技術を活か֖֞進路ಲଵをめ֕す

ቴを創໗るؐؗ・؊זー؎ル 【ン・ؒリシーュエーシラץ】

ቴを֣くり໗けるؐؗ・؊זー؎ル<工作人>となる。そして、社会ַのଝをऐたそօとする高い౨とグローバルな౽野で活でる、

さらにዻな人たちと။して物事にりຎ־、論理的思考や科学的思考をිにᆋける。

●

ԓ科学（Science）・技術（Technology）・工学（Engineering）・イン思考（Art㖦）・数学（Mathematics）Ԗを教育のとして

位མᆋけ、関連が੫い５分野を系ျ立て一体的に学ֵ֒とで、新たな発見やഎႌな発想、問題解ଂをිにᆋける。

学ֲをਿめるؐؗ・サ؉エンス 【ン・ؒリシーッシؔח】

文化祭（学校ົඪ部門）研修旅行（ྙఞଡ・્島）

文化祭（6月）ӣ体育祭（9月）ӣ理工展（１２月）な֨生徒の主体的な体ଫ的

活動を通して、学校生活ַのਊጳと໔শや連শを深めます。

㖃㕺㖑㕺種子島ࢍཪװンターでの౮設見学やࣴਵ島自体ଫプログラム、

人ਦ球ቓሻఆ学プログラム等を通して๐進的なຎを学びます。

理科・数学・情報・工学ַの興味関をࢂ

出し、ഌとはࡣなる発想をඦ成

実社会の課題を探究し、プロトタイプล作

を通して新たなカタチ・अཏを生־出すר

ト֤くりをຕ出

֒れまでの活動でၜた૪ଫと自らの進᎓

৵ሰ๐の分野を関連ᆋけた探究を深化

◆自現ඉを科学的に理解していく自や、数学を活用してそ

のମ理や理ዡを探っていく探究にဲを֣けます
・ဘዹ活用௶、ണਆ・ऊ期学会、؊ロンテטアアװンブリ、特ᇠ時間আᇨ成

・校外学（京都大学ሻఆ研究സ、京都大学ᆣ໔च山文༊、京都市ౌ業技術研

究സな֨）

P-SԣԏԋԚɂ・P-SԣԏԋԚɃ

（工業技術ৰຉ・工業ගሇ数ጫ）

◆科学技術のਟやዂআをཐり、実ଫ・実や実地౽ళを通して

理科・数学との֣ながりを体ଫし、ମ理・ሓ໋を見֣けます
・ဘዹ活用௶、ണਆ・ऊ期・ဝ期学会、؊ロンテטアアװンブリ、体ሰ会

・ቴには֯たくためのキؘンプ（ဂ機械Ӕֺか連携機関）

・校外学（৴ᆢかか־がはらநࢍཪშ物、ూᅟഓ工Ӕଽࣴநࢍཪシス

テムล作സな֨）

◆主な工学系分野（機械・ロボット・電ਂ・電子情報・建築・都市）の

ৰຉ的・ৰ本的な技術を実ଫ・実によって体ଫし、科学技術ַの

興味・関を高めます
・ဘዹ活用௶、ऊ期・ဝ期学会、؊ロンテטアアװンブリ、体ሰ会

・校外学（京都大学総合შ物、JAXA種子島ࢍཪװンターな֨）
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○生徒数（令和５年５月１日現在）

◆教育課程の特例を活用し、物理・化学・生物・地学や情報、工業、数学の一部を

再構成した教科横断型のクロスカリキュラムによる新たな学びを展開します。

◆理論と実践を往還する学びを通して既成の領域を超える学びを実現します。

◆大学や研究機関等と連携し、生徒が主体的に今日的課題にアプローチする

課外活動「自主プロジェクト」を開設します。

○スーパーサイエンスハイスクールによる研究開発 ○学校行事

○研修旅行＜鹿児島・熊本方面＞

学校の特色　　【スクールメッセージ】 常にプラス思考で　～何事にもチャレンジすることから始めよう！～

教育システム　～SSHによる教科横断型「クロスカリキュラム」を展開～

部活動（令和５年度設置状況）

＜令和４年度全国大会出場実績＞
・ラグビー部（全国高校７人制ラグビー大会出場）
・ボート部（全国高校総体ボート大会3位）
・サイエンスクラブ（全国高校総合文化祭物理部門３位）

工学系：アーキテクト（建築探究）、サイエンス（科学探究）、シビル（都市探究）、電子・機械工作

文化系：新聞、吹奏楽、茶華道、鉄道研究、美術、放送、模型、料理同好会

体育系：剣道、硬式テニス、硬式野球、サッカー、卓球、ダンス、バスケットボール、バレーボール、ボート、ラグビー、陸上競技

学校生活（令和５年度入学生）　※令和５年度 文部科学省指定「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」

男 197 198 188 583
女 30 33 30 93

　就職（学校斡旋） 67 72

卒業生のメッセージ：令和４年度プロジェクト工学科卒・八木さやか（京都教育大学）

１年 ２年 ３年 合計 　プロジェクトゼミでは、自ら問いを発見し、それを解明する手段を探りだし、論理的
に思考を進めていく中で、まったく新しいカタチを発想する考え方を学びました。
　食の環境を科学する活動では、最新のテクノロジーが駆使され、新たな食の可能性
の追求に興味を持ちました。社会の今日的課題を自分事として捉え、トライした時間
は私のかけがえのないものです。

　専修・各種学校 24(6) 22

　公務員 9 15

　私立4年制大学 343(83) 259(30)

　私立短期大学 2 9(3)

（　）：既卒生・内数 R４ R３

　国公立大学 18(6) 12(2)

京都市立京都工学院高等学校
〒612-0884
京都市伏見区深草西出山町23番地
 Tel. 075-646-1515
 Fax.075-646-1516～科学技術×夢＝∞(infinity)～

学校概要(創立・平成２８年4月)　  全日制課程 進路状況（延べ人数）

・「な֛i」「֨օしたらi」と思օ֒とに主体的にりຎֿ探究をᅏえた人。

。たい人־クするものを考えたり、作ったりしてؤクؤ・

・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。

㕿-㖌㖍㕾㕺㖆Ҧ・プロジェクトZERO

プロジェクトؔױҦ

F-SԣԏԋԚҧ

㕱年

2年

3年

Åႚ学ଢ଼、各分野での通学のଢ଼、生徒が自らの興味

・関、進᎓৵ሰ等により、領域または専を༖

教育ኬᅮ：ሟか֩人ตՒ॰か֩技術をිに֣Ւ京都からೂवのᄇ展と人፬のஂᆵにଝする

◆京ఙ電ೆ「ፂ༭大

深草ࢾ」から徒ᇶ13分

◆JRၼፕ「ࡸझࢾ」から

徒ᇶ15分

・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。・ၜな֒と、楽しい֒とをりऀ֑ながら、社会がྞ面する課題にりຎ־たい人。

ॼ֖さをଣ֣るؐؗ・ルーンス 【【カリキュラム・ؒリシーカリキュラム・ؒリシー】

»»»»

・֒れまでのඛಡをᆸす新たなカタチ・अཏを生־出すרト֤くりをຕ່する。

・ฌैのൂ活動をؐؗ・ルーンス＜ዥび人＞のから考ళし展開する。

・主体性か֣ຕ່性を育ֿ㖌㖍㕾㕺㖆教育の本ಱにれ、૪ଫཏを९ၜする。

Å各学年ഃ32時間೨業

؊ロンテחטጫ数科 ※֩๔科ኬの֬らփをಘす

ே୰立・ႍ立大学のጫ工૩進学をめ֕す

メカトロ

クス

À؊ロンテטア理数科

Àプロジェクト工学科

・まち֤くり分野

・もの֤くり分野

エレクト

ロクス

ロ
ؑ
ッ
ト

ဃ
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・

3年

㕱年

Å各学年ഃ34時間೨業

学校HPの
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ॅ
इ
工

プロジェクトゼミ発ᅳ会（アリー） 体育祭（༌1グラכン人工ಷ）

プロジェクト工学科 ᇀኾ֎ᇀኾ・もの֤֎ֽ֤֠

๔技術を活か֖֞進路ಲଵをめ֕す

ቴを創໗るؐؗ・؊זー؎ル 【ン・ؒリシーュエーシラץン・ؒリシーュエーシラץ】】

ቴを֣くり໗けるؐؗ・؊זー؎ル<工作人>となる。そして、社会ַのଝをऐたそօとする高い౨とグローバルな౽野で活でる、

さらにዻな人たちと။して物事にりຎ־、論理的思考や科学的思考をිにᆋける。

●●

ԓ科学（Science）・技術（Technology）・工学（Engineering）・イン思考（Art㖦）・数学（Mathematics）Ԗを教育のとして

位མᆋけ、関連が੫い５分野を系ျ立て一体的に学ֵ֒とで、新たな発見やഎႌな発想、問題解ଂをිにᆋける。

・「な֛i」「֨օしたらi」と思օ֒とに主体的にりຎֿ探究をᅏえた人。・「な֛i」「֨օしたらi」と思օ֒とに主体的にりຎֿ探究をᅏえた人。・「な֛i」「֨օしたらi」と思օ֒とに主体的にりຎֿ探究をᅏえた人。・「な֛i」「֨օしたらi」と思օ֒とに主体的にりຎֿ探究をᅏえた人。・「な֛i」「֨օしたらi」と思օ֒とに主体的にりຎֿ探究をᅏえた人。・「な֛i」「֨օしたらi」と思օ֒とに主体的にりຎֿ探究をᅏえた人。・「な֛i」「֨օしたらi」と思օ֒とに主体的にりຎֿ探究をᅏえた人。

学ֲをਿめるؐؗ・サ؉エンス 【ン・ؒリシーッシؔחン・ؒリシーッシؔח】】

文化祭（学校ົඪ部門）研修旅行（ྙఞଡ・્島）

文化祭（6月）ӣ体育祭（9月）ӣ理工展（１２月）な֨生徒の主体的な体ଫ的

活動を通して、学校生活ַのਊጳと໔শや連শを深めます。

㖃㕺㖑㕺種子島ࢍཪװンターでの౮設見学やࣴਵ島自体ଫプログラム、

人ਦ球ቓሻఆ学プログラム等を通して๐進的なຎを学びます。

理科・数学・情報・工学ַの興味関をࢂ

出し、ഌとはࡣなる発想をඦ成

実社会の課題を探究し、プロトタイプล作

を通して新たなカタチ・अཏを生־出すר

ト֤くりをຕ出

֒れまでの活動でၜた૪ଫと自らの進᎓

৵ሰ๐の分野を関連ᆋけた探究を深化

◆自現ඉを科学的に理解していく自や、数学を活用してそ

のମ理や理ዡを探っていく探究にဲを֣けます
・ဘዹ活用௶、ണਆ・ऊ期学会、؊ロンテטアアװンブリ、特ᇠ時間আᇨ成

・校外学（京都大学ሻఆ研究സ、京都大学ᆣ໔च山文༊、京都市ౌ業技術研

究സな֨）

P-SԣԏԋԚɂ・P-SԣԏԋԚɃ

（工業技術ৰຉ・工業ගሇ数ጫ）

○生徒数（令和５年５月１日現在）

学校概要(創立・平成２８年4月)　  全日制課程

○生徒数（令和５年５月１日現在）

◆科学技術のਟやዂআをཐり、実ଫ・実や実地౽ళを通して

理科・数学との֣ながりを体ଫし、ମ理・ሓ໋を見֣けます
・ဘዹ活用௶、ണਆ・ऊ期・ဝ期学会、؊ロンテטアアװンブリ、体ሰ会

・ቴには֯たくためのキؘンプ（ဂ機械Ӕֺか連携機関）

・校外学（৴ᆢかか־がはらநࢍཪშ物、ూᅟഓ工Ӕଽࣴநࢍཪシス

テムล作സな֨）

◆主な工学系分野（機械・ロボット・電ਂ・電子情報・建築・都市）の

ৰຉ的・ৰ本的な技術を実ଫ・実によって体ଫし、科学技術ַの

興味・関を高めます
・ဘዹ活用௶、ऊ期・ဝ期学会、؊ロンテטアアװンブリ、体ሰ会

・校外学（京都大学総合შ物、JAXA種子島ࢍཪװンターな֨）
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